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平成２７年度

第２４回大分県教育委員会

【議 事】

（１）議 案

第１号議案 大分県スポーツ推進審議会委員の任命について

第２号議案 大分県スポーツ推進計画（改訂版）の策定について

（２）報 告

①平成２８年第１回定例県議会議案に対する教育委員会の意見について

②ふるさとの魅力発見・継承推進事業に係る教材について

（３）協 議

①大分県教育委員会行政組織規則の一部改正について

②大分県幼児教育振興プログラムの改訂について

（４）その他
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【内 容】

１ 出席者

委 員 教育長 工 藤 利 明

委員 林 浩 昭

委員 岩 崎 哲 朗

委員 松 田 順 子

委員 首 藤 照 美

委員 高 橋 幹 雄

欠席委員なし

事務局 教育次長 宮 迫 敏 郎

教育次長 落 合 弘

教育次長 大 城 久 武

参事監兼教育財務課長 岡 田 雄

教育改革・企画課長 能 見 駿一郎

教育人事課長 藤 本 哲 弘

福利課長 姫 野 浩 之

義務教育課長 後 藤 榮 一

生徒指導推進室長 江 藤 義

特別支援教育課長 後 藤 みゆき

高校教育課高校改革推進班参事（総括） 姫 野 秀 樹

社会教育課長 曽根﨑 靖

人権・同和教育課長 甲 斐 順 治

文化課長 野 尻 明 敬

体育保健課長 蓑 田 智 通

教育改革・企画課主幹 伊 藤 功 二

教育改革・企画課主査 石 丸 一 輝

２ 傍聴人 ２ 名
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開会・点呼

（工藤教育長）

それでは、委員の出席確認をいたします。

本日は、全委員が出席です。

ただいまから平成２７年度 第２４回教育委員会会議を開きます。

署名委員指名

（工藤教育長）

本日の議事録の署名委員でございますが、岩崎委員にお願いしたいと

思います。

会期の決定

（工藤教育長）

本日の教育委員会会議はお手元の次第のとおりです。

会議の終了は１４時１０分を予定しています。

よろしくお願いします。

議 事

（工藤教育長）

はじめに、会議は原則として公開することとなっておりますが、会議

を公開しないことについてお諮りします。

第１号議案及び協議の①については、人事に関する案件ですので、地

方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項ただし書の規定

により、これを公開しないことについて委員の皆さんにお諮りいたしま

す。
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公開しないことに賛成の委員は挙手をお願いします。

（採 決）

それでは、第１号議案及び協議の①については、非公開といたします。

本日の議事進行は、はじめに公開による議事を行い、次に非公開によ

る議事を行います。

【議 案】

第２号議案 大分県スポーツ推進計画（改訂版）の策定について

（工藤教育長）

それでは、第２号議案「大分県スポーツ推進計画（改訂版）の策定に

ついて」提案しますので、蓑田体育保健課長から説明いたします。

（蓑田体育保健課長）

第２号議案「大分県スポーツ推進計画（改訂版）の策定について」説

明いたします。本議案は本県のスポーツを更に推進させるため、スポー

ツを取り巻く環境の変化を踏まえた大分県スポーツ推進計画（改訂版）

を策定することについて提案するものです。なお、本日の提案に先立ち、

９月の教育委員会会議で改訂版の素案についてご協議いただき、その後

パブリックコメントを実施して県民のご意見、スポーツ推進審議会等の

ご意見を伺いました。こうした経緯を踏まえて提案させていただきます。

２ページをご覧ください。計画の概要ですが、本計画案は中段右半分

で示した「３ 施策の体系」にありますとおり、「健康・体力・人づく

り」、「活動の場づくり」、「システムづくり」、「基盤づくり」の４つの柱

のテーマに、それぞれの柱の項目別テーマを設け、具体的方策をまとめ

ています。また、通し番号２３ページからそれぞれの柱のテーマごとに、

現状と課題、目標、そして具体的な取組を示しています。

次に、主な改訂点ですが、２ページ下段に全体的な変更点とテーマご

との変更点を記載しています。

次に、３ページの「パブリックコメントの実施状況」をご覧ください。

１０月１９日から１１月１８日にかけてホームページなどで実施し、１

件のご意見がありました。ご意見の趣旨は、スポーツボランティアの一

部にボランティア精神を欠く場合があること、また、このことに関する

顕彰制度へのご意見でした。ご意見につきましては、ボランティア活動

や顕彰制度自体を否定するものではないと判断し、計画には反映してい
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ません。

次に、９月にご協議いただいた素案との違いですが、５～９ページの

「視点ごとの修正箇所一覧」をご覧ください。９月の教育委員会会議で

の協議の反映、掲載データの時点修正、スポーツ推進審議会等の委員か

らの意見の３つの視点で修正を加えています。

まず５ページの「視点①：教育委員会での協議の反映」ですが、１点

目について通し番号２６ページをお開きください。下段「⑤食育の充実」

に発達段階に応じた食に関する指導及びアレルギー等の健康課題を有す

る子どもに関する内容を追記しています。次に２点目ですが、通し番号

５２ページをお開きください。中段「（３）具体的な取組①県立スポー

ツ施設の整備・充実」に「快適に利用できる施設」という観点からマナ

ーアップに関する内容を追記しています。

また、６～９ページに記載しています修正箇所は、数字や表記の変更、

注釈の追加等となっています。

この計画の期間は平成２８年度から平成３２年度までの５年間となっ

ております。

以上でございます。ご審議の程、よろしくお願いいたします。

（工藤教育長）

ただ今、説明のありました議案について審議を行います。ご質問・ご

意見等のある方はお願いします。

（林職務代理者）

計画の内容は問題ないと思います。パブリックコメントの内容につい

てですが、これはどういう意味なのでしょうか。何か具体的な内容が書

かれていたのですか。

（蓑田体育保健課長）

記載のとおりで、特に具体的な内容はありませんでした。

（林職務代理者）

何か答えた方がよいのではないでしょうか。

（蓑田体育保健課長）

資料４ページの「意見に対する回答」欄のとおり回答しています。そ

れに対するご意見はありません。

（林職務代理者）

せっかくご意見をいただいたのに、これだけでいいのでしょうか。
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（工藤教育長）

その点については判断して整理したいと思います。

（工藤教育長）

他にございませんでしょうか。

それでは、第２号議案の承認についてお諮りいたします。第２号議案

について承認される委員は挙手をお願いします。

（採 決）

（工藤教育長）

第２号議案については、提案どおり承認します。

【報 告】

①平成２８年第１回定例県議会議案に対する教育委員会の意見について

（工藤教育長）

それでは、報告第１号「平成２８年第１回定例県議会議案に対する教

育委員会の意見について」能見教育改革・企画課長から報告いたします。

（能見教育改革・企画課長）

報告第１号「平成２８年第１回定例県議会議案に対する教育委員会の

意見について」説明いたします。

資料の３ページをお開きください。平成２８年第１回定例県議会に上

程された議案のうち、教育委員会関係分として、中ほどの議案名にある

「訴えの提起について（専決報告）」の１件、続いて資料６ページをお

開きください、同じく中ほどの議案名にあります「平成２７年度大分県

一般会計補正予算（第４号）関係部分」の１件の計２件の議案につきま

して、地教行法第２９条の規定により、知事から教育委員会の意見を求

められたところでございます。

本来なら知事への回答にあたり、教育委員会で議決していただくとこ

ろですが、日程の都合上、協議できませんでしたので、大分県教育委員

会の権限に属する事務の一部を教育長に委任し又は臨時に代理させる規

則第３条第１項に基づき教育長が臨時代理として処分いたしました。資

料２ページ及び５ページのとおり異議のない旨回答しましたので、同規

則の規定に基づき、本委員会に報告いたします。
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議案の内容等につきましては、担当課長より順次説明いたしますので、

よろしくお願いいたします。

（藤本教育人事課長）

「訴えの提起について」に関しましては、去る１月２６日の教育委員

会協議におきまして、控訴する方針を確認いただきました。控訴期限が

迫る中、県議会に諮る時間がありませんでしたので、１月２７日に専決

処分を行い、１月２８日に福岡高等裁判所に控訴したところです。

今回、この専決処分の内容を県議会に報告し、承認を求めるものです。

以上でございます。

（岡田参事監兼教育財務課長）

「平成２７年度大分県一般会計補正予算（第４号）」について、説明

いたします。説明は資料の４７ページで行います。

表の下から３段目に２重線で囲んでおりますが、補正予算額は右から

２列目の欄にございますとおり３，１７７万９千円の増額です。内訳は、

その下にありますとおり、事業費が約４億８千万円の減となる一方、人

件費は約５億１千万円の増となっています。事業費の減は、入札残など

各事業の実績に伴うもので、人件費の増については３月末の定年前退職

者が予定を上回ったことに伴う退職手当の増などによるものです。この

結果、補正後の予算総額は、その右の欄にありますように、１，１３７

億２，６９９万５千円でございます。

主な補正事業については、次のページの「平成２７年度一般会計２月

補正予算案の概要」で説明いたしますので、そちらをご覧ください。

１番「県立学校施設整備事業」１億３８万３千円の減額です。これは

大分工業高校の機械電子実習棟に係る大規模改造工事などにつきまし

て、入札残が生じたことによるものです。

続いて、２番「教育財産管理費」１億３，６６７万８千円の増額です。

これは遺贈を受けた六本木ヒルズのマンションを売却し、売却金を県有

施設整備基金に積み立てるものです。

３番「教育支援センター等設置促進支援事業」８１５万２千円は新規

事業です。これは不登校児童・生徒の早期学校復帰につなげる体制を整

備するため、日出町と九重町が新設する教育支援センターへの教育相談

員等配置を支援するものです。

最後に４番の「文化財発掘受託事業」２，７０５万５千円の減額です。

これは国などから委託を受けて実施する埋蔵文化財発掘調査において、

高速道路等の建設事業の進捗状況により受託額が固まったため、所要の

補正を行うものです。

続きまして資料３１ページをお開きください。繰越明許費について主

なものをご説明いたします。「第１０款 教育費 第１項 教育総務費」
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の１番目にあります「教育支援センター等設置促進支援事業費」８１５

万２千円は、先ほど説明いたしましたとおり今回の補正予算で要求して

おりますが、国の事業採択の時期などの関係で実際の事業実施が２８年

度に入った後となる予定ですので、事業費の全額について繰越をお願い

するものです。

続きまして資料３８ページをお開きください。債務負担行為について

説明いたします。２０番「定時制高等学校給食業務委託料」３，３４４

万４千円です。定時制高校の給食調理業務は２０年度から民間委託して

おりますが、現在の契約が２７年度末を以て期間満了となり、新たに３

０年度までの３年間の委託業者を３月中に決定する必要があることか

ら、債務負担行為を設定するものです。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。

（工藤教育長）

よろしいでしょうか。では、次の報告に移ります。

②ふるさとの魅力発見・継承推進事業に係る教材について

（工藤教育長）

それでは、報告第２号「ふるさとの魅力発見・継承推進事業に係る教

材について」後藤義務教育課長から報告いたします。

（後藤義務教育課長）

報告第２号「ふるさとの魅力発見・継承推進事業に係る教材につい

て」、「先人の生き方から学ぶ道徳の授業展開」という刊行予定物につい

て報告いたします。

子どもたちの郷土を愛する心の育成を目指し、平成２６年度から取り

組んでいます「ふるさとの魅力発見・継承推進事業」の一環として、ふ

るさとの魅力を素材にした大分県版の道徳教材を作成いたしました。

資料１ページをご覧ください。冊子表紙には今回の教材に取り上げま

した二孝女と重光葵のイラストを掲載しています。また、巻末には小中

学校での道徳の授業で活用できるように、２つの読み物教材を掲載して

いますので、後ほどご覧ください。二孝女は小学校用、重光葵は中学校

用として教材化しました。

まず、二孝女についてですが、江戸時代に旅の途中で病気になった父

親を二人の姉妹が常陸国（茨城県）まで迎えに行くという臼杵市野津町
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に伝わる実話をもとに作成しました。

また、重光葵は杵築市出身で、終戦時に国の主席全権代表としてアメ

リカの戦艦ミズーリ号の上で降伏文書に調印したことが有名ですが、政

党の総裁や外務大臣として活躍し、国際連合加盟の際には日本の代表と

して「日本は東西のかけ橋となり得る」という演説を行った人物でござ

います。なお、このことに関わりましては、平成２６年第３回県議会定

例会において、「重光葵元外務大臣の国際連合加盟受託演説の学校教育

における取扱いを求める決議」が採択されておりますことを申し添えま

す。

作成にあたっては、多くの方々のご協力を賜りました。二孝女の教材

では、臼杵市の二孝女顕彰会の荘田啓介氏、重光葵の教材では、先哲史

料館の佐藤館長などのご助言をいただきました。また、重光を主人公と

した小説「調印の階段」の著者植松三十里氏をはじめ、他の著作者や出

版社の方々のご理解やご協力も賜っております。

それでは２ページの目次をご覧ください。本冊子は小中学校の道徳の

時間の授業において活用するための手引きになります。先生方が使用し

やすいように小学校、中学校ともそれぞれ３つの内容で構成しています。

二孝女を例にして説明いたしますので、６ページをご覧ください。こ

こでは素材の説明をしています。先生方だけでなく子どもたちにも読め

るように書いていますので、授業の補助資料としても活用できます。８

ページをご覧ください。ここでは教材そのものについての解説をしてい

ます。教材のもつ特質を先生方に理解していただくためのページです。

１１ページをご覧ください。ここでは作成した教材を使って、どのよう

に実際に道徳の授業を進めていけばよいのか、授業プラン作成の一例を

示しました。

重光葵の教材も同様の内容です。

それでは２９ページをご覧ください。ここからは、県内各地域におけ

るふるさとの魅力にかかわる地域教材の開発の方法について一例を示し

ています。

最後に３４ページをご覧ください。これらの教材を作成するにあたり

まして、先にも申し上げましたが「調印の階段」の著者植松三十里氏ほ

か多くの方々のお力添えを賜りました。

なお、平成２７年３月に小中学校の学習指導要領等が改正され、道徳

の教科化に向けて道徳の授業の質の向上がこれまで以上に求められてい

ます。それにあわせ、本冊子は４月より学校で活用できるように、県内

のすべての小中学校に１部ずつ配布いたします。また、県教育委員会の

ホームページにもアップし、県民の皆様にも広くご紹介しご批正を賜る

とともに一層の活用の促進を図ります。

先生方が本冊子を活用しながら、子どもたちが考え、議論し合う道徳

の授業を創造したり、ふるさとの素材を生かした教材開発に挑戦したり
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することを期待しています。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。

（首藤委員）

本教材本とこれまでいろいろな団体が作成してきたたくさんの副教

材、たしか野上彌生子を扱ったものもあったと思いますが、そういった

ものが学校にたくさんあります。それを今後の特別の教科道徳の時間で

どのように活用していこうと考えていますか。効果的な活用をしていた

だきたいと思います。

（後藤義務教育課長）

同様の教材本については、これまでそれぞれの市町村単位で作成され

てきました。そこで、大分県全体のアイデンティティの確立を図るため

に県全体で共通して知っておくべき事柄として、まず二孝女と重光葵を

取り上げました。そのため、本教材については、県下の各市町村教育委

員会に取扱いをお願いしていきます。

（首藤委員）

二孝女については臼杵市の史談会等で研究がなされていますが、一方

で史実に基づいていない部分もある等の意見もあり、それを大分県の代

表として扱うことはいかがなものかと考える方々もいると考えられます

ので、そういった意見をお持ちの方々への配慮も考えておく必要がある

と思います。

（松田委員）

大分県として地方創生を掲げている中で、非常にタイムリーでとても

よい取組だと思います。ただ、各市町村単位では、例えば、国東市の三

浦梅園や日田市の広瀬淡窓等その地域で教材となり得る先人がいるの

で、県としては今後研究した成果として、大分県全体に目を向けるべき

ものをふるさと大分の魅力として、それぞれの地域で取り上げるべきも

のを郷土の魅力等として整理していく必要があると思います。

（後藤義務教育課長）

１８市町村それぞれにいろいろな思いがありますので、その思いを汲

みながら、もう少し長い時間をかけて、これだけは大分県全体として知

っておくべき事柄について整理していきます。
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（高橋委員）

非常によい取組だと思います。歴史という意味では、いろいろなご意

見があると思いますが、歴史と道徳の棲み分けを明確にして、しっかり

取り組んでほしいと思います。武道教育につながるところもあると思い

ますが、人を導く徳としての部分が道徳だと思いますので、道徳教材と

してしっかり取り扱っていただきたいと思います。

【協 議】

②大分県幼児教育振興プログラムの改訂について

（工藤教育長）

それでは、協議の②「大分県幼児教育振興プログラムの改訂について」

後藤義務教育課長から説明いたします。

（後藤義務教育課長）

〈説明概要〉

・子ども・子育て支援新制度の施行により改訂

・目指す子ども像「しんけん遊ぶ子」

・幼児教育の範囲は小学校就学前の子ども

・改訂版の実施期間は１０年（必要に応じて見直しを行う）

・５つの基本方針と１２の目標

（工藤教育長）

ご質問・ご意見のある方はお願いします。

（松田委員）

細部にわたって触れられており、とてもよくできていると思います。

実体験がないままにゲーム遊び等の疑似体験のみで小学校、中学校、

高校と成長し成人になってしまうことへの危惧があります。「しんけん

遊ぶ子」というのは、全身を使ってのびのび遊ぶということだと思いま

す。

現在、５歳児の９９％が幼稚園や保育園、こども園等に入ります。幼

児教育施設には多くの子どもがいて教育を受けていることを考えると、

式のときにだけ来る園長ではなく、専任の園長の配置を進めていく必要

があると思います。福岡県久留米市などには、幼児教育研究センターが

設置され、幼児教育専門の指導主事が配置されています。大分県では、



- 12 -

小学校の先生が指導主事となっています。大分県においても、幼児教育

専門アドバイザーの配置を進めていただけるとよいと思います。また、

別府の社会教育総合センターのようなところに幼児教育の専門部署があ

ると、幼稚園の先生も助かるのかなと思います。

（工藤教育長）

それでは、先に非公開と決定しました議事を行いますが、その前に、

公開でその他、何かございませんか。

では、先に非公開と決定しました議事を行いますので、関係課室長の

み在室とし、その他の課室長及び傍聴人は退出してください。

（関係課以外及び傍聴人退出）

【議 案】

第１号議案 大分県スポーツ推進審議会委員の任命について

（工藤教育長）

それでは、第１号議案「大分県スポーツ推進審議会委員の任命につい

て」提案しますので、蓑田体育保健課長から説明いたします。

（説 明）

（工藤教育長）

ただ今、説明のありました議案について審議を行います。ご質問・ご

意見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（工藤教育長）

それでは、第１号議案の承認についてお諮りいたします。第１号議案

について承認される委員は挙手をお願いします。

（採 決）

（工藤教育長）

第１号議案については、提案どおり承認します。
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【協 議】

①大分県教育委員会行政組織規則の一部改正について

（工藤教育長）

それでは、協議の①「大分県教育委員会行政組織規則の一部改正につ

いて」能見教育改革・企画課長から説明いたします。

（説 明）

（工藤教育長）

ご質問・ご意見のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（工藤教育長）

いただきましたご意見を踏まえて進めてまいりたいと思います。

（工藤教育長）

それでは、最後にその他、何かございませんか。

ないようですので、これで平成２７年度第２４回教育委員会会議を閉

会します。

お疲れ様でした。



平成27年度第24回大分県教育委員会会議次第

日時 平成２８年３月１日（火）

１３：０５～１４：１０

場所 教育委員室

１ 開 会

２ 署名委員の指名

３ 議 題

（１）議 案

第１号議案 大分県スポーツ推進審議会委員の任命について

第２号議案 大分県スポーツ推進計画（改訂版）の策定について

（２）報 告

①平成２８年第１回定例県議会議案に対する教育委員会の意見について

②ふるさとの魅力発見・継承推進事業に係る教材について

（３）協 議

①大分県教育委員会行政組織規則の一部改正について

②大分県幼児教育振興プログラムの改訂について

（４）その他

４ 閉 会
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位置づけ：

大分県スポーツ推進計画（改訂版）の概要

スポーツ基本法（第１０条）に基づく、「地方スポーツ推進計画」として、本県に
おいて推進すべき、基本的方向や実施方策を明らかにし、県、市町村、関係者が一
体となってスポーツ推進施策を総合的に進めるための指針（平成２１年度策定、計
画期間概ね１０年の中間見直しを行うもの）

１ 計画の位置づけ

２ 計画の基本理念等

（１）基本理念
県民の誰もが、それぞれのライフステージに応じて、
スポーツに親しみ、スポーツの楽しさや感動を味わ
いながら、健康で活力ある生活を営むことができる
大分県の実現をめざす

（２）基本方針 ※今回新たに追加

 子どもの体力向上、人格の形成に積極的に影響を及ぼ
し、次代を担う人材を育成するため、子どものスポー
ツ機会を充実する
 健康長寿・生涯現役社会を実現するためライフステー
ジに応じたスポーツ活動を推進する
 地域の一体感や活力を醸成し、地域社会の再生に貢献
するため、住民が主体的に参画する地域のスポーツ環
境を整備する
 県民に夢と感動を与え、社会の活力を生み出すため、
競技力の向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整
備を行う
 地域から優れたスポーツ選手が育まれ、その選手が地
域におけるスポーツの推進に寄与するというスポーツ
の好循環を創出する

（３）計画期間

平成２８年度から平成３２年度までの５年間
・県長期総合計画、県長期教育計画との整合性を図る
・ラグビーワールドカップ等の施策評価を次期計画に
反映する

３ 施策の体系

健康・体力・人づくり
 幼児期・少年期におけるスポーツの推進
 青・壮年期におけるスポーツの推進
 高齢期におけるスポーツの推進
 障がい者スポーツの推進
 競技力向上の推進

活動の場づくり
 総合型スポーツクラブの推進
 ライフステージに応じたスポーツイベントの充実
 地域の特性を活かした活動の場の充実
 学校スポーツ施設の充実と有効活用

システムづくり
 「みる」「ささえる」スポーツイベントの推進
 スポーツボランティア活動の推進
 スポーツ情報の収集と提供
 プロスポーツの・企業スポーツの推進
 スポーツに関する顕彰制度の充実

基盤づくり
 行政組織の連携とスポーツ関係団体の充実
 スポーツ施設の整備・充実と支援体制の整備
 スポーツ推進のための財政基盤の確立

□全体的な変更点 ○進捗管理の実効性を確保（主な取組に対する客観的な目標指標を設定）

□テーマごとの変更点
①健康・体力・人づくり ○子どもを取り巻くスポーツ環境の充実に向けた取組についての記述追加
②活動の場づくり ○スポーツイベントの充実を世代ごとで具体的に記述
③システムづくり ○ラグビーＷ杯の本県開催を通じた地域活性化やスポーツ文化の定着につい

て記述
○企業・大学等の合宿誘致のためのスポーツマッチングシステムの整備等を
追加

④基盤づくり ○県立屋内スポーツの整備に向けた取組を追加（関係団体との連携等）

４ 主な改訂点

［第２号議案］
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大分県スポーツ推進計画改訂版（素案）に対する
パブリックコメントの実施状況

１ 県民意見募集の概要

（１） 県民意見募集の公表資料

① 大分県スポーツ推進計画改訂版（素案）の概要

② 大分県スポーツ推進計画改訂版（素案）

③ 大分県スポーツ推進計画改訂版基本フレーム新旧対照表

（２） 閲覧場所

① 県庁ホームページ

② 教育庁体育保健課 （県庁舎別館８階）

③ 大分県情報センター （県庁舎本館１階）

④ 地区情報コーナー １１箇所

（３） 意見等の募集方法及び募集期間

① 募集方法

郵送 ファクシミリ 電子メール   

② 募集期間

平成２７年１０月１９日（月）～ 平成２７年１１月１８日（水）

２ 提出された意見の状況

（１） 応募者数 １名

（２） 意見等件数 １件

（３） 意見への対応

採用 運用検討 済 不可 賛成 反対 質問回答

０ ０ ０ １ ０ ０ ０

［第２号議案］
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３意見内容と回答

【意見の該当部分】

□ テ ー マ システムづくり

□ 項目別テーマ ２ スポーツボランティア活動の推進（P30～31）

５ スポーツに関する顕彰制度の充実（P36）

意見の趣旨 意見に対する回答

県内で開催されるスポ－ツイベントやプロ 本県では、県民の誰もが「する 「みる 、」、 」

スポ－ツの試合において多くのボランティア 「ささえる」といったスポ－ツへの関わりを

スタッフが活動している。 通して、明るく、健康に生活できる環境の実

しかし、一部ボランティアのなかには、裏 現を目指しています。その実現には、地域の

方で「クラブや団体の運営を支え、大会運営 団体・クラブによる日々の指導や、大小様々

の際には専門的能力や時間を進んで提供し、 な規模のスポーツイベント(地域の運動会から

大会運営を支えていく」というスポ－ツボラ 国際競技大会まで)など、あらゆるスポーツの

ンティアの定義に反している言動が見られる 場面において、スポーツボランティアの存在

ことがある。 が不可欠です。

本計画では、スポーツボランティアの発掘

や育成のための研修会の実施、活動機会の提

供等の取組を総合的に行い、ボランティア活

動の充実を図ることとしています。

また、そのような人（集団）も含めて表彰 顕彰制度は、生涯スポーツ社会の実現に向

対象となる顕彰制度には反対である。 け不可欠なスポーツボランティア活動を奨励

し、継続させるために、顕著な功績のあった

個人、団体を対象として行うものです。

［第２号議案］
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NO.１視点ごとの修正箇所一覧（視点①：教育委員会での協議の反映）

修正箇所
修正前 修正後 修正理由NO. 頁 位置

① １３ 下段 ⑤食育の推進 ⑤食育の推進

○食べることは、人間が生きる ○食べることは、人間が生きる ☆発達段階に応

〃 〃 上での基本であり、望ましい 上での基本です。望ましい食 じた指導に関

生活習慣の形成や栄養バラン 習慣を形成する観点から、栄 して追記

スのとれた食生活を形成する 養教諭、学校栄養職員、地域

観点から、栄養教諭や学校栄 の生産者や保護者と積極的に ☆アレルギーに

養職員、地域の生産者及び保 連携し、発達段階に応じた食 等の健康課題

護者などを積極的に活用、連 に関する指導やアレルギー等 を有する子ど

携し学校での食育を推進しま の健康課題を有する子どもに もの指導に関

す 対して個別指導を行うなど学 して追記。

校での食育を推進します。

② ３９ 中段 ①県立スポーツ施設の整備・充実 ①県立スポーツ施設の整備・充実 ☆マナーアップ

県立スポーツ施設が、国内ト ○県立スポーツ施設が、国内ト に関して追記

ップレベルの競 技会場とし ップレベルの競技会場とし

て、また、県民の日常的なス て、また、県民の日常的なス

ポーツ 活動の場として、幅 ポーツ活動の場として、幅広

広く活用されるよう、施設・ く活用されるよう、施設・設

設備の整備・充実を図りま 備の整備・充実を図ります。

す。また、その運営にあたっ また、指定管理者と連携し、

ては、指定管理者と連携し、 利用者のニーズへの対応や、

利用者のニーズに可能な限り 施設内でのマナー向上などに

応えられるよう努めます。 努め、誰もが快適に利用でき

る施設をめざします。

［第２号議案］
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NO.１視点ごとの修正箇所一覧（視点②：掲載内容の時点修正）

修正箇所
修正前 修正後 修正理由NO. 頁 位置

① ２ 下段 「大分県長期総合計画」 「大分県長期総合計画 （平成27 ☆策定月日記載」

年10月策定）

〃 〃 ☆年度内に策定

「新大分県総合教育計画」 「大分県長期教育計画 （平成27 予定の新計画」

年度中に策定予定） 名に変更

② ５ 上段 ①スポーツを通した“健康・体力 ①スポーツを通した“健康・体力 ☆最新データに

・人づくり” ・人づくり” 更新

〇本県児童生徒の体力では、平 〇本県児童生徒の体力では、平

成26年度の体力合計点から見 成27年度の体力合計点から見

、 、 、 、る全国順位が 小５男子9位 る全国順位が 小５男子8位

、 、小５女子13位、中２男子18位 小５女子10位 中２男子11位

となり全国平均を上回るな 中２女子23位となるなど、改

ど、改善が見られます。 善が見られます。

②誰にもスポーツに親しめる“活 ②誰にもスポーツに親しめる“活 ☆最新文科調査

動の場づくり” 動の場づくり” にデータ更新

〇日常的な活動の場となる総合 〇日常的な活動の場となる総合

型クラブは、平成26年7月時 型クラブは、平成27年7月時

点で42クラブが全市町村が１ 点で42クラブが全市町村が１

つ以上育成され、県民の約 つ以上育成され、県民の約

1.4%にあたる約1万6千人が様 1.4%にあたる16,866人が様々

々な活動に参画しています。 な活動に参画しています。

③ １０ 上段 「平成26年度大分県児童生徒の体 「平成27年度大分県児童生徒の体 ☆公表されてい

力・運動能力等調査」と 「平成 力・運動能力等調査」と 「平成2 る最新の文科、 、

25年度文部科学省体力・運動能力 6年度文部科学省体力・運動能力 及び本県の調

調査」の結果比較をしたところ、 調査」の結果比較をしたところ、 査データに更

多くの項目で全国平均を下回って 多くの項目で全国平均を下回って 新

おり、中でも中学生、高校生が顕 おり、中でも中学生、高校生が顕

著です （表１参照） 著です （表１参照）。 。

また、子どもの体力がピークで また、子どもの体力がピークで

あったとされる昭和61年と平成26 あったとされる昭和61年と平成27

年の調査結果を比較すると、例え 年の調査結果を比較すると、例え

ば、50ｍ走11歳男子で0.16秒、11 ば、50ｍ走11歳男子で0.13秒、11

歳女子で0.25秒遅くなっているな 歳女子で0.22秒遅くなっているな

ど、現在の子どもの親世代に比べ ど、現在の子どもの親世代に比べ

て明らかに体力が低下しているこ て明らかに体力が低下しているこ

とがわかります （表２参照） とがわかります （表２参照）。 。
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NO.２視点ごとの修正箇所一覧（視点③：掲載内容の時点修正）

修正箇所
修正前 修正後 修正理由NO. 頁 位置

③ １０ 上段 小学校５年生と中学校２年生を 小学校５年生と中学校２年生を ☆公表されてい

対象に行われた平成25年度全国体 対象に行われた平成27年度全国体 る最新の文科

力・運動能力、運動習慣等調査の 力・運動能力、運動習慣等調査の 及び本県の調

結果から、本県の子どもたちの運 結果から、本県の子どもたちの運 査データに更

動実施状況は、よく運動する子ど 動実施状況は、よく運動する子ど 新

もとそうでない子どもの二極化が もとそうでない子どもの二極化が

見られました。 見られました。

、 、 、 、また 朝食を毎日食べる割合は また 朝食を毎日食べる割合は

小５男子が85.6％ 小５女子が86. 小５男子が83.5％、小５女子が82.、

9％、中２男子が85.3％、中２女 7％、中２男子が82.2％、中２女子

子が83.4％といずれも全国平均を が79.7％といずれも全国平均を下

下回っています。さらに、睡眠時 回っています。さらに、睡眠時間

間が６時間未満の割合は、小５男 が６時間未満の割合は、小５男子

子が8.8％、小５女子が5.0％、中 が5.6％、小５女子が2.9％、中２

２男子が12.8％、中２女子が17.7 男子が10.7％、中２女子が15.0％

％であり、睡眠時間が不足してい であり、睡眠時間が不足している

る児童生徒の割合が全国平均を上 児童生徒の割合が全国平均を上回

回っています。 っています。

④ １４ 中段 成人全体の定期的なスポーツ実 成人全体の定期的なスポーツ実 ☆文科調査の実

施率は、40.5%で、前回調査の29. 施率は、40.5%で、前回調査の29.8 施率が 低下し

8%より約10ポイント向上していま %より約10ポイント向上しています たことに伴う

すが、平成24年度に文部科学省が が、国の目標値（65%程度）と比較 表現の修正

、 。調査した全国平均（47.5%）に比 すると 依然低い状況にあります

べて7ポイント低い状況です。

⑤ １６ 上段 また、本県の平成22年の平均寿 また、本県の平成22年の平均寿 ☆健康寿命に関

命の全国順位（厚生労働省発表） 命の全国順位（厚生労働省発表） する記 述を最

は 男性 80.06年 8位 女性 8 は、男性（80.06年）8位、女性（8 新の厚労省発、 （ ） 、 （

6.91年）9位と長寿県の一つとな 6.91年）9位と長寿県の一つとなっ 表のデータに更

っていますが、健康寿命 は、 ています。一方、健康寿命 （H2 新※１ ※１

男性（69.85年）39位、女性（73. 7厚生労働科学研究「健康寿命にお

19年）34位となっており、医療費 ける将来予測と生活習慣病対策の

」） 、や介護費用を削減し、元気に過ご 費用効果に関する研究報告書 は

すため、生活習慣の改善や運動習 男性（71.56年）16位、女性（75.0

慣の定着を促進する健康寿命を延 1年）10位となっており、医療費や

伸する取組が必要です。 介護費用を削減し、元気に過ごす

ため、生活習慣の改善や運動習慣

の定着を促進する健康寿命を延伸

する取組が必要です。
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NO.３視点ごとの修正箇所一覧（視点③：掲載内容の時点修正）

修正箇所
修正前 修正後 修正理由NO. 頁 位置

⑥ １６ 中段 また、平成16年度から2年間に また、平成16年度から2年間に ☆本年度の資格

わたり関係ＮＰＯ法人と連携し わたり関係ＮＰＯ法人と連携し 認定で新たに

「高齢者のためのスポーツ活動推 「高齢者のためのスポーツ活動推 15名が追加さ

進モデル事業」を実施し、運動プ 進モデル事業」を実施し、運動プ れたことに伴

ログラムの開発や指導マニュアル ログラムの開発や指導マニュアル う変更

の作成、また、指導者の養成に取 の作成、また、指導者の養成に取

り組んできました。指導者の養成 り組んできました。指導者の養成

については関係ＮＰＯ法人が引き については関係ＮＰＯ法人が引き

続き取り組んでおり、平成27年１ 続き取り組んでおり、平成28年１

月現在、320人が知事認定のヘル 月現在、335人が知事認定のヘル

スサポートトレーナーとして社会 スサポートトレーナーとして社会

福祉施設や公民館等で活躍 福祉施設や公民館等で活躍

しています。 しています。

⑦ ２２ 上段 現在、本県では、全市町村にお 現在、本県では、全市町村にお ☆最新文科調査

いて合計42の総合型クラブが育成 いて合計42の総合型クラブが育成 にデータ更新

され、約16,000人の会員が地域の され、16,866人の会員が地域の実

実情に応じた特色ある活動を展開 情に応じた特色ある活動を展開し

しており、既に13クラブがＮＰＯ ており、既に13クラブがＮＰＯ法

法人格を取得しています。 人格を取得しています。

⑧ ３７ 上段 県は、平成24年に行財政運営の 県は、平成27年に行財政運営の ☆県長計が平成

長期的、総合的な指針となる「安 長期的、総合的な指針となる「安 27年10月に改

心・活力・発展プラン2005」改訂 心・活力・発展プラン2015」を策 訂されたこと

版を策定しました。それを受け、 定しました。それを受け、県の関 に伴う変更

県の関係部局は部門別の実施計画 係部局は部門別の実施計画を策定

を策定し、高齢者の健康・体力づ し、高齢者の健康・体力づくりの

くりの推進、スポーツを通した障 推進、スポーツを通した障がい者

がい者の社会参加の促進、子ども の社会参加の促進、子どもの体力

の体力向上の推進やトップレベル 向上の推進やトップレベルの競技

の競技者の育成など、各種施策を 者の育成など、各種施策を推進し

推進しています。 ています。
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NO.１視点ごとの修正箇所一覧（視点③：審議会等の委員からの意見）

修正箇所
修正前 修正後 修正理由NO. 頁 位置

① １８ 上段 ４ 障がい者スポーツの推進 ４ 障がい者スポーツの推進 ☆長期教育計画と

（１）現状と課題 （１）現状と課題 の整合性を図る

障がい者スポーツを推進する 障がい者スポーツを推進するこ ため表記を統一

ことは、障がい者のスポーツ参 とは、障がい者のスポーツ参加を

加を促すとともに、自立や社会 促すとともに、自立や社会 参加

参加の促進にもつながります。 の促進にもつながります。これら

これらを通して 社会の障がい を通して 社会の障がいに対する

に対する理解が一層深まり、ノ 理解が一層深まり、共生社会の実

ーマライゼーション 社会実 現への一助となることも期待され
※１

現への一助となる ことも期待 ます。

されます。

② ２８ 中段 「大会開催によって生み出される長 ☆注釈を追記

期にわたるプラス面の影響」という

注釈をP29に挿入
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49.9 48.5 51.3 67.6 58.1 54.0 47.6 46.0 45.9 38.3

48.9 50.5 47.3 40.9 45.3 50.8 52.8 50.1 50.7 46.0

44.7 45.7 13.9 39.2 54.2 44.4 46.5 48.5 42.5 34.9

37.7 36.2 39.3 39.8 43.6 44.8 44.6 34.8 32.9 25.5

18.2 18.9 17.5 18.8 46.6 21.0 19.6 45.6 19.7 16.2

14.4 14.4 14.6 19.9 24.6 20.2 15.7 10.4 9.9 5.1

2.3 2.5 2.1 1.1 1.3 2.8 4.2 2.2 2.7 0.9
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（第４９号議案）

（単位：千円）

補正予算額 計

１０ 　教育費 ① 121,561,638 △ 281,297 121,280,341

　　教   育   総   務   費 4,773,237 74,121 4,847,358

② 6,442,619 △ 322,125 6,120,494

小　　　　　　　計 11,215,856 △ 248,004 10,967,852

２ 　　小     学     校     費 42,661,389 486,541 43,147,930

３ 　　中     学     校     費 24,734,488 119,301 24,853,789

４ 　　高   等   学   校   費 28,385,299 △ 53,077 28,332,222

５ 　　特 別 支 援 教 育 費 9,968,547 △ 328,453 9,640,094

６ ③ 1,319,124 8,905 1,328,029

　　社   会   教   育   費 2,069,724 △ 198,808 1,870,916

　（企画振興部所管） ④ 104,679 144 104,823

小　　　　　　　計 2,174,403 △ 198,664 1,975,739

８     保   健   体   育   費 1,102,532 △ 67,846 1,034,686

113,695,216 31,779 113,726,995

構成比 (11.1%) - (10.7%)

金　額 12,596,494    △ 478,384 12,118,110

構成比 (88.9%) - (89.3%)

金　額 101,098,722  510,163 101,608,885

＜参考＞

18.6% - 19.8%

611,892,519 △ 36,210,364 575,682,155

　　う　　ち　　事　　業　　費

　（福祉保健部
　　　　・生活環境部所管）

　　大　　　　 学 　　　　費
　（企画振興部
　　　　・福祉保健部所管）

款

７

県予算額に占める教育委員会予算額の
割合

県　　予　　算　　額

平成２７年度２月補正予算　歳出

既決予算額

１

    う　　ち　　人　　件　　費

項

教育委員会所管分計（①－②－③－④）
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（部局名：教育委員会） （単位：千円）

2,826,333

＜△ 100,383＞

(2,725,950)

133,290

＜136,678＞

(269,968)

0

＜8,152＞

(8,152)

117,539

＜△ 27,055＞

(90,484)

教育支援センター等設置
促進支援事業

　不登校児童・生徒の早期学校復帰に向け、市町村が新設する教育支援
センターへの教育相談員等の配置に対する支援に伴う増額
　・対象　日出町、九重町 生徒指導推進

室

文化財発掘受託事業

1

4

　高速道路などの建設に伴う埋蔵文化財発掘調査の対象面積が、当初の
見込みを下回ったことなどに伴う減額
  　・大分県土地開発公社 　　　　 △15,319
　　・国　土　交　通　省　　　　　△14,100
　　・西日本高速道路(株)　　    　　 2,364

3

文化課

2 教育財産管理費

　遺贈物件の売却益の積み立てなどに伴う増額
　・六本木ヒルズレジデンスＢ棟１９０５室（東京都港区）

教育財務課

平成２７年度一般会計２月補正予算案の概要（教育委員会関係）

事　業　名

既決予算額
＜補正予算案＞
（累計予算額）

補　正　要　求　の　概　要 所管課

教育財務課

　大分工業高校の大規模改造の入札残などに伴う減額
　  ・大規模改造分　 　     　　　 △45,472
　　・高校改革プラン分     　　  　△28,491
  　・その他（設計・地質調査など） △26,420

県立学校施設整備事業

新
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平成 27 年度ふるさとの魅力発見・継承推進事業に係る地域教材の作成 

～道徳教材の活用及び作成の手引き～ 

 

先人の生き方から学ぶ道徳の授業展開 

～魅力あふれる郷土の先人～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年３月 

大分県教育委員会 

      重光
しげみつ

 葵
まもる

 

「二
に

孝女
こうじょ

」と呼ばれた姉妹 

未定稿 
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大分県教育委員会では，平成26年度から「ふるさとの魅力発見・継承推進事

業」に取り組み，子どもたちの郷土を愛する心の育成を目指しています。子ど

もたちのふるさとに対する誇りや愛着を養うことは，自己を大切にし，他者を

尊重する態度につながります。これからの変化の激しい社会を生き抜くために

は，子ども一人一人が「郷土」という心の拠りどころをもつことが必要です。

そこに，ふるさとの魅力を素材にした教材作成の意義を見いだすことができま

す。 

本県には，子どもたちにぜひ知ってほしい先人の伝記や逸話があります。昨

年度は本事業に関わり『道徳教育の一層の充実』というハンドブックを作成し

地域教材の開発方法の一例を示しました。今年度はそれに基づき，史談会や先

哲史料館，歴史資料館の方々と協同して，小学校用は「二
に

孝女
こうじょ

」の逸話を，中

学校用は「重光
しげみつ

 葵
まもる

」の生き方を教材化しました。 

道徳の授業における教材は，子どもたちのよりよい行為を支える内面的資質

を育てる上で，極めて大きな意味をもつものです。 

ぜひ，本書を活用して，ふるさと大分の素材を生かした教材開発に挑戦した

り，子どもたちが自分とのかかわりで考え，議論し合うような授業を創造した

りすることを期待しています。 

終わりになりましたが，本書の作成に関わり，ご指導をいただいた多くの皆

様方に対し，心から感謝申し上げます。 

平成２８年 ３月    

大分県教育庁義務教育課長 後藤 榮一 

 

はじめに 
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こんなときに，活用してください。 

◇道徳の授業実践 

 
 
 
 
 
 
 

◇道徳の授業づくり 

 
 
 
 
 
 
 

◇道徳の教材づくり 

 
 
 
 
 
 
※本書は，「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」，「中学校

学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」（平成２７年７月）に準拠

しています。 

 

※本書の巻末に収録している教材は，印刷，コピーをして活用して

ください。 

 

 

 

 

 

本書の活用の仕方 

実 践 
○ふるさと大分の魅力を子どもたちに伝えたいときに！！ 

○道徳の研究会や校内研修等の手引きが必要なときに！！ 

○校内で，互見授業を行うときに！！ 

構 想 
○指導案完成までの手順を理解するときに！！ 

○教材研究の方法を知りたいときに！！ 

○道徳の授業における発問等の手立てを考えるときに！！ 

創 作 
○道徳教材の作成の手順を知りたいときに！！ 

○道徳教材の作成の留意点を理解するときに！！ 

本書においては，「道徳の授業」という言葉を使用しています。本書における「道徳

の授業」とは，道徳の時間（又は道徳科）の授業のことを指します。 

平成 27 年に学習指導要領等が改正され，小学校では平成 30年（中学校は平成 31年）

に，「道徳の時間」が「特別の教科 道徳（道徳科）」となり，平成 27年から移行期間と

なっております。市町村によっては，先行実施するところもあるかもしれません。 

そこで，本書では「道徳の時間の授業」又は「道徳科の授業」のことを指す意味で，

「道徳の授業」という言葉を使用しています。 
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Ⅰ 小学校用の道徳教材   
        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

（高学年） 

Ⅰ章は，３部構成になっています。 
 
 １．教材になった出来事の紹介です。授業に

も活用できます。 
 ２．教材の概要や作成の意図を示しています。

 ３．学習指導案ができるまでの教材研究の方

法の一例を示しています。研究会や校内研

修等にも活用できます。 
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①「二孝女」ってどういう意味？ 

  
 
 
 
 
 

②どんな親孝行をしたの？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

③姉妹は，旅の途中でどんな人と出会ったの？ 

  
 
 
 
 
 
 
 

１．「二
に

孝女
こうじょ

」って，何？ 

「二孝女」という言葉は、「二人の親孝行な女性」

という意味です。 

200年前の江戸時代に生きた「つゆ」と「とき」の

ことです。 

「つゆ」と「とき」の姉妹は，旅の途中で病気になった父親を常陸
ひた ち

国
のくに

（茨

城県）まで迎えにいきました。その道のりは約1200km（300里）にもなり

ます。江戸時代の旅はバスも電車もありません。２人は1200km離れた常陸

国（茨城県）まで，父親を迎えにいくために２人で旅をしたのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臼杵の港から大阪の港まで，17日間の船旅でした。そして，大阪の港か

ら父がお世話になっている常陸国（茨城県）のお寺まで，歩いていきまし

た。約２ヶ月間にわたる長い旅でした。 

臼杵藩
うすきはん

の 侍
さむらい

 稲葉重置
いなばしげおき

 

 ２人は旅の途中で，偶然にもふ

るさと臼杵藩の侍に出会います。

重置は，仕事で江戸に向かう途

中でした。重置は２人に食事をご

ちそうし，江戸までつきそってく

れました。 

江戸屋敷
やし き

の平
ひら

尾
お

佐
さ

介
すけ

 

 平尾佐介は臼杵藩江戸屋敷の

責任者でした。江戸で仕事して

いた佐介は，２人の父がお世話

になっているお寺に手紙を書い

たり，旅のお金を渡したりしま

した。 

 

大分県臼杵市の港 
茨城県
いばらきけん

常陸太田市
ひ た ち お お た し

にある青
しょう

蓮寺
れ ん じ

 

知
人 
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④姉妹は，常陸
ひた ち

国
のくに

（茨城県）の人たちから，どんなことをしてもらったの？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２人の旅を助けた泊屋
とまりや

勘
かん

兵衛
べ え

 

 常陸国に入ると，大雨にみまわ

れた２人は，勘兵衛夫婦の行為で，

家に泊めてもらいました。客人用

のふんわりした布団で，ゆっくり

休んだのでした。 

危険なことも・・・ 

 旅の途中はいいことばかりでは

ありません。山道を歩いていると

突然，大男に道をふさがれたり，

宿に泊まっていると知らない男か

らおどされたり，危険なこともあ

りました。 

村の医者であった猿田玄碩
さるたげんせき

は，

姉妹のやさしさに心を打たれ，１

日も早く父親の病気が治るように

治療すると約束しました。 

また，玄碩の母親は，寒さを防

ぐためにあったかい上着をあげた

り，お金をわたしたりしました。 

村に住んでいる仁
じん

衛門
えも ん

は，姉妹

の父のことを心配し，何度も見舞

いに来ました。 

仁衛門は自分が貧しい暮らしを

しているのに，たくわえていたお

米やあずきを姉妹に恵んだのでし

た。 

 水戸藩
み と は ん

からは，ふるさとに帰る時に，暖房用の薪
たきぎ

や食料，お金等が支給
しきゅう

されました。また，父親と姉妹がふるさとに帰るときには，親子３人に新

しい旅用の服と父親が乗るかごが支給されました。 

  

1887 年に造られ
た二孝女の記念碑

（臼杵市立川登小 

学校） 

二孝女が描かれた

臼杵市立川登小学

校の校舎 

臼杵市野津町にあ

る二孝女の供養
く よ う

碑
ひ
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病気の父を迎えに常陸国へ ～あたたかい心に支えられた姉妹の旅物語～ 

１．あらすじ 

○プロローグ 

・２人の娘が青
しょう

蓮寺
れ ん じ

にたどり着いた場面 

・２人の娘の紹介 

・物語の起源 

 

○父を迎えに 300 里  

  ・父初右衛門は７年もの間、音信不通 

  ・父初右衛門の知らせを聞いた２人 

  ・父を迎えに常陸国（茨城県）に向かう決意をする２人 

  ・２人の旅の様子（旅のきつさ，見ず知らずの人たちのあたたかい心） 

  ・７年７ヶ月ぶりに再会する親子 

 

○村人の思いやりの心とつゆとときの感謝の心 

  ・病気の父に対する村人たちの思いやり 

・父がお世話になっていた村の人たちにお礼まわりをする２人 

・２人の懸命な姿に感動する村の人たちや水戸藩の役人たち 

 

○ふるさとへの旅立ち 

  ・常陸国を旅立つ親子 

  ・水戸藩の計らいや村人の様子 

 

○つゆとときの悩み 

  ・ふるさとで広がる２人の評判 

  ・父に思いを告げる２人 

・父の言葉を聞いて，考える２人 

 

○エンディング 

  ・その後の２人の様子 

  ・「二孝女」という言葉を紹介 

 

 

２．小学校（高学年）用の教材 

お知らせ 

○授業で使う児童用の教材は，本書の巻末に収録しています。 

○巻末に収録している教材には，挿絵や語句の説明等もあります。

○授業の際には，巻末の教材を印刷してご使用ください。 
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２．教材に盛り込んだ内容について 

○ねらいとする内容項目（感謝）を明確にするために 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童が立ち止まって考える教材にするために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「二孝女」の魅力を伝えるために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 「二孝女」の逸話は，姉妹とその父親が多

くの方々の親切や思いやりに支えられ無事に

ふるさとに帰ってきたことを伝えています。

同時に，姉妹と父親は，人々から受けた親切

や思いやりに対して感謝の気持ちを忘れなか

ったそうです。 

本教材では，姉妹が感謝の気持ちを行動で

表す場面と，姉妹が今の自分たちがいるのは

多くの人々の支えがあるからだと感じ始める

場面を描きました。 

 教材の後半に，「つゆ」と「とき」が父の

言葉を聞き，だまって考える場面を設定しま

した。 

いわゆる,「教材の行間」と呼ばれる部分で

す。「教材の行間」があるから,児童たちは「つ

ゆとときはどんなことを考えたのだろう。」

と想像力を働かせたり,「自分だったら何を考

えただろう。」と自分とのかかわりで考えた

りするのです。 

 「二孝女」の魅力は，それを聞く人や読む人が，それぞれに感じ，考

えることができるところです。 

この教材では，「つゆ」と「とき」の一途で懸命な姿を児童たちに伝

えたいと考え，旅の途中よりも茨城県に到着した後の出来事を中心に描

きました。 

もちろん，父を迎えに行くことを決意する場面や旅の途中の多くの出

会い等も，この逸話の魅力です。この教材で興味をもった児童が，「二

孝女」のことを調べたり，関連図書（※）を読んだりしてくれれば幸い

です。 
 

※関連図書：「実話 病父を尋ねて三百里」 著 橋本留美 新日本文芸協会 
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３．補助教材について  

「200 年の時を経てつながる人と人との絆」（巻末に収録） 

＜補助教材の概要＞     

○大分県臼杵市と茨城県常陸太田市の「二孝女顕彰会」の活動。 

○臼杵市二孝女顕彰会の荘田啓介氏の紹介。 

 ○荘田氏ら約 50 人が「お礼参り訪問団」として，茨城県常陸太田市を訪問。 

○平成 27 年 10 月 10 日、大分県臼杵市と茨城県常陸太田市は姉妹都市提携。 

  

   

 

 

 

 
 
 
 
  平成 23年 10月常陸太田市を初めて訪問。 平成 27年 10月 10日 姉妹都市調印式。 
 
※写真は，常陸太田市より提供。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「二孝女」の教材とは別に，上記のような内容で補助教材を作成しま

した。この補助教材を使って，児童に考えさせたり，考えを書かせたり

する必要はありません。 

 授業の終末で，読み聞かせて，児童に学習したことの余韻をもたせ，

静かに終わるようにします。 
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小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編（平成 27 年７月）において，

内容項目に関して述べられていることを整理してみます。 

 

◇本教材に関する内容項目 【感 謝】    

 
 
 
 
 
◇内容項目の概要  

・よりよい人間関係を築くためには，互いを認め合うことが大切。その根底には，相手に

対する尊敬と感謝の念が必要。  
・人々に支えられ助けられて自分が存在するという認識に立つとき，相互に尊敬と感謝の

念が生まれてくる。 
・感謝の気持ちは，人が自分のためにしてくれている事柄に気付くこと，それはどのよう

な思いでしてくれているのかを知ることで芽生え，育まれる。 
  
◇感謝の対象 

低学年 家庭や学校など，身近で日頃世話になっている人々。 

 中学年 
家族など日頃世話になっている身近な人々に加え，日常の生活を支えてい

る地域の人々や，現在の生活の礎を築いた高齢者などの先達。 

 高学年 
人のみならず，多くの人々の支え合いや助け合いで成り立っている生活そ

のもの，更にはその中で自分が生きていることに対する感謝まで広げる。

 
◇高学年の指導に当たって 
・過去から，人々が何を願い，何を残し伝えてきたのか，それは自分の生活とどう関わり，

支えられているのかに気付くことができるようにすることが大切である。 
・温かなつながりの中に自分の生活があることに感謝し，人々の善意に応えて自分は何を

すべきかを自覚し，進んで実践できるようにするところまで指導する必要がある。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

３－１  内容項目 

〔第５学年及び第６学年〕 

 日々の生活が家族や過去からの多くの人々の支え合いや助け合いで成り立っている

ことに感謝し，それに応えること。 

３．教材研究編 

「毎日の生活の中で多くの人々に支えられているんだ。」 

「当たり前に思っていることも，それを支えてくれる誰かが

いるんだ。」 

子どもたちがこんな意識を，自分の生活と重ねながらもてる

ような授業をしたいですね。 

他の内容項目においても，解説書で述べられていることを自

分なりに整理してみてください。 

［資料＿報告②］
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人の行動や言葉の裏側には「心」が存在する。それは，ある考え方やその人がもつ価値

観等である。道徳教材には，人物の道徳的な行為が描かれている場合が多い。人物の道徳

的な行為の背景にある価値観等を，指導者がまず明らかにしておく必要がある。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
※ここでは，一場面を取り上げています。実際にはいくつかの場面を取り上げ，分析する

必要があります。 

３－２  教材の分析     （例） 

登場人物の言葉や行動 言葉や行動の背景にある価値観等 

ある日のこと，２人は父に悩みを伝え

た。 

「村の人たちは，私たちのことをほめて

くださいますが，なぜか素直に喜べませ

ん。水戸藩の皆様や旅の途中で出会った多

くの方々から受けたご恩にこたえたくて

も、こたえることができません。どうすれ

ばよいのでしょうか。」 

 ２人の話を聞いた初右衛門は，目をとじ

て静かにこたえた。 

「どうすることもできないが，今の私た

ちがこうして生きているのはどうしてな

のか，これからも考え続けようではない

か。」 

 父の言葉を聞き，２人は，しばらくだま

っていた。 

 

 
 
 
 
○他の人々の善意に対して，感謝の思い

を伝えたり，善意にこたえたりするこ

とは大切なことだ。 
 
 
 
○多くの人々に支えられ，今の自分の生

活が成り立っているのだ。（気づき） 
 
 
○多くの人々に支えられ，今の自分の生

活が成り立っているのだ。（気づき） 
自分は何をすべきだろう。 

 

考えられる発問の例 

○「どうすることが，ご恩にこたえることになるのでしょうか。」 

○「つゆとときは，どうすればよいでしょうか。」 

○「つゆとときは，悩む必要があるのでしょうか。」 

○「つゆとときが悩んでいることについて，どう思いますか。」 

○「父初右衛門は，２人に何を伝えたかったのでしょうか。」 

○「２人は父の言葉を聞き，どんなことを考えているでしょうか。」等 

 

どのような授業を行うかは，授業者の意図によります。どの

ようなことをじっくり考えさせたいのか，またどのようなこと

に気づかせたいのか，授業者が明確にして発問を決めることが

大切です。 

注意すべきは，教材に書かれていることが答えになるような

発問です。読み取り中心の学習になってしまいます。 

［資料＿報告②］

-12-



12 
 

 
 

 道徳の授業づくりでは，発問の構成が大切である。言わば，授業の骨組みともいえる。

発問の構成について，小学校学習指導要領解説 特別の教科道徳編には次のように示されて

いる。 

 

 

 

 
＜発問を考える順序＞ 

・ウ⇒イ⇒エ⇒アという順序で発問を考え，授業展開の全体像を描いた。 

・ウは，中心的な発問であり授業のねらいに関わる。授業では多くの時間をかける。 
・イは，ウにつながっていくような発問である。イの学習が，ウの学習を支えていく。 
・エは，実生活への意識化を図るための発問である。ここでは無理に発表させなくてもよ

い。ノートにまとめさせたり，イメージマップ等を書かせたりすることも考えられる。 

・アは，授業のスタートであり，短時間で本時の学習の見通しをもたせたり，動機づけを

行ったりするものである。 
・ア，イ，エの発問は，ウを最大限に生かすための発問であり，短時間で行う。 

 発問の構成 発問の意図 

ア 

 

 

 

 

 

イ 

 

 

 

 

 

 

ウ 

 

 

 

 

 

 

 

エ 

○『他人から親切にされたら，      べき

だ。』 

       の中には，どんな文が入りますか。

・ていねいにお礼を言うべきだ。 

・感謝の気持ちを態度で表すべきだ。 

 

○つゆとときの２人は，なぜこんなに悩んでいるの

でしょうか。 

・あんなにお世話になったのに，何の恩返しもできないのは

苦しいのだと思う。 

・大きな親切を受けて，そのままでは悪いと思っている。 

  

 

◎どうすることがご恩にこたえることになるので

しょうか。 

・自分たちが受けた親切を，他の困っている人に返していく

ことがご恩にこたえることになると思う。 

・多くの人たちのおかげで，今の自分たちがいるから，精一

杯生きていくことがご恩にこたえることになると思う。 

 

 

○皆さんが，こうして生活していけるのは，どれだ

け多くの方の支えがあるからだと思いますか。 

 

教材の中心場面と関連のある事柄に

ついて考えをもたせておき，教材を読

んだ後に問題意識を喚起したい。 
 本時で扱う道徳的価値への方向づけ

である。 

 

感謝の気持ちを行為や態度で表せな

いつゆとときのモヤモヤした気持ちに

共感させたい。 
 中心的な発問へのつなぎの発問であ

る。 

 
 
多くの人々の支え合いや助け合いに

よって，今の自分の生活が成り立って

いることに気づかせたい。 
ねらいに直結した発問である。 

 

 

 
 
教材を通して生み出された考えや価

値観を，自分たちの生活にあてはめて

想像させたい。 
 実生活につなげる発問である。 

３－３  発問の構成     （例） 

 発問を構成する場合には，授業のねらいに深く関わる中心的な発問をまず考え，次に

それを生かすためにその前後の発問を考え，全体を一体的に捉えるようにするという手

順が有効な場合が多い。 

［資料＿報告②］
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１ 主題名   「支え合いや助け合いに感謝して」 

 

２ ねらいと教材 

感謝について多面的に考えたり，自分の生活が多くの人々の支えで成り立っていること

を理解したりして，自分を支える多くの人に感謝しようとする態度を育てる。           

＜教材名「病気の父を迎えに常陸国へ」，内容項目「感謝」 ＞ 

 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする道徳的価値について（学習指導要領解説をもとに記述） 

 よりよい人間関係を築くためには，互いを認め合うことが大切であるが，その根底には，

相手に対する尊敬と感謝の念が必要である。人々に支えられ助けられて自分が存在すると

いう認識に立つとき，相互に尊敬と感謝の念が生まれてくる。そして，それは，日々の生

活，あるいは自分が存在することに対する感謝へと広がる。感謝の気持ちは，人が自分の

ためにしてくれている事柄に気付くこと，それはどのような思いでしてくれているのかを

知ることで芽生え，育まれる。 

高学年においては，多くの人々の支え合いや助け合いで成り立っている生活そのもの，

更にはその中で自分が生きていることに対する感謝まで広げることが大切である。 

 

（２）児童の実態について（次のような内容を記述） 

○ねらいとする内容項目に関わって，これまでどのような指導を行ってきたか，また児童

がどのような体験や経験をしているのか示す。また，その結果として，どのような成果

や課題があるのかを示す。 

○アンケートや意識調査等のデータから解釈することも考えられる。 

○ねらいとする内容項目に関わって，これまでの指導や体験等の結果として浮かびあがる

成果や課題から，補充・深化・統合の方向性を示す。 

  ⇒これまでの指導等を振り返り，指導の機会や児童の経験が少ない場合には，本時でしっかり補う必

要がある。つまり，補充という目的になる。 

 ⇒これまでの指導等を振り返り，より一層深く考えさせたり，感じさせたりする必要があると判断す

れば，それは，深化という目的になる。 

  ⇒様々な機会で学んだことを，合わせて考えさせたり，それらの関連に気づかせたりして，新たな感

じ方や考え方を生み出すことを目的とすれば，それは統合といえる。 

 

（３）教材について（教材のあらすじや特質，教材の活用の仕方について記述） 

 本教材は，「つゆ」と「とき」の姉妹が，旅の途中で病気になった父親を常陸国（茨城

県）まで迎えに行くという県内に伝わる実話をもとに作成されている。姉妹は，約２ヶ月

間かけて常陸国までたどり着くが，旅の途中や常陸国に着いてからも，多くの人々から温

情を受ける。ふるさとに戻り，多くの人のご恩に対して，何もできないことを悩み，自分

たちのこれからの生き方を考え始めるといった内容である。 

 本時は，父の言葉を聞き，つゆとときが考えはじめる場面を活用し学習の中心とする。

そのために，感謝という指導内容に関する道徳的な問題状況を明らかにするため，まず，

つゆとときが何を悩んでいるのかを考えさせる。そして，その問題状況に対して，解決策

を多面的に考えさせるような問題解決的な学習を展開していく。感謝という道徳的価値を

児童たちに多面的にとらえさせることができる教材である。 

３－４  学習指導案     （例） 

［資料＿報告②］
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４．学習指導過程 

 学習活動・主な発問 予想される児童の反応 指導上の留意点 

導
入 

３
分 

１．親切を受けたときの態度や行

為について考える。 
  

 
○       の中には，どん

な文が入りますか。 

 
 
 

・丁寧にお礼を言うべきだ。 

・感謝の思いを態度で表すべき

だ。 

 

・本時のねらいに関わる問題意

識をもたせる。 

 

・２～３人程度，発表させる。

 

・感謝について考えていくこ

と，大分県の実話であること

を紹介し，教材を配布する。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展
開 

３
９
分 

２．教材を読んで，話し合う。 

 

○つゆとときの２人は，なぜこん

なに悩んでいるのでしょうか。 

          

 

 

 

（中心的な発問） 

◎どうすることがご恩にこたえ

ることになるのでしょうか。 

 

（補助発問・・・必要に応じて） 

・どうして，精一杯生きることが

ご恩にこたえることになるの。 

 

・手紙を書いたり，探したりでき

ないから悩んでいるのではな

いかな。 

 

 

 

 

３．学習したことを自分の生活に

置き換えて，想像してみる。 

○皆さんが，こうして生活してい

けるのは，どれだけ多くの方の

支えがあるからだと思います

か。 

 

 

・あんなにお世話になったのに，

何の恩返しもできないのは苦

しいのだと思う。 

・大きな親切を受けて，そのま

までは悪いと思っているか

ら。 

 

・自分たちが受けた親切を他の

人に返していくことがご恩に

こたえることになると思う。

・多くの人たちのおかげで，今

の自分たちがいるから，精一

杯生きていくことがご恩にこ

たえることになると思う。 

・感謝の気持ちを忘れずに生き

ていくことが，ご恩にこたえ

ることになる。 

・自分の命や他の人のことを大

切にしながら生きていく。 

 

 

 

 

・家族だけではない。 

・自分を支えている人はこんな

にたくさんいるんだ。 

・今日 1 日だけでも，こんなに

いるんだな。 

・教材は，教師が読み聞かせる。

 

・道徳的価値に関わる問題の状

況を明らにしていく。 

・ここでは時間をかけすぎない

よう留意する。 

 

 

 

・登場人物が抱える道徳的価値

に関わる問題の解決に向け

て考えさせる。 

・グループ活動やペア活動も考

えられる。 

・ワークシートやノート等に考

えを書かせる。 

・手紙を書いたり，相手を探し

たりなど物理的な解決策を

述べる子には，できないから

悩んでいることを伝え，他の

考えに着目させる。 

 

 

・ノートにまとめさせたり，イ

メージマップ等を書かせた

りすることも考えられる。 

・家族だけではなく，いないと

困る人等も想像させる。 

 

 

終
末 

３
分 

４．補助教材「200年の時を経て
つながる人と人との絆」を聞

く。 
 

 
 

・補助教材の読み聞かせをし

て，本時の学習の余韻をもた

せて授業を終わる。 

 

『他人から親切にされたら， 

べきだ。』 
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Ⅱ 中学校用の道徳教材   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

Ⅱ章は，３部構成になっています。 
 
 １．教材になった先人の紹介です。授業にも

活用できます。 
 ２．教材の概要や作成の意図を示しています。

 ３．学習指導案ができるまでの教材研究の方

法の一例を示しています。研究会や校内研

修等にも活用できます。 
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１．「重光
しげみつ

 葵
まもる

」って，どんな人？ 

 プロフィール 

 外交官として，イギリス，中国，ソ連等に 

赴任，後に外務大臣となる。 

終戦時には，国の主席全権代表として，ア 

メリカの戦艦ミズーリ号の上で，降伏文書に 

調印する。 

 戦後も政党の総裁や外務大臣として活躍し 

国際連合加盟時には，日本政府の代表として 

国連総会で「日本はある意味において東西の 

かけ橋となり得る」という有名な演説を行った。      
出典：「きつき偉人伝」杵築市教育委員会 

 

若き日のヒストリー 

1887（明治 20）年  大野郡三重町（豊後大野市）で生まれる。 

1890（明治 23）年  ３歳だった葵は，家族とともに速見郡八坂村（杵 

築市）に転居。 

1892（明治 25）年  八坂尋常小学校（杵築市立八坂小学校）に入学。 

1899（明治 32）年  杵築中学校（大分県立杵築高等学校）に入学。 

1904（明治 37）年  杵築中学校を主席で卒業。 

1904（明治 37）年  熊本の第五高等学校に入学。 

1907（明治 40）年  東京帝国大学法学部独法科に入学。 

1911（明治 44）年  外交官試験合格。 

1911（明治 44）年  外交官補として最初の任地ベルリンに赴任。 

その２年後に，ロンドンに着任。 

1918（大正７）年  ポートランドに着任。 

 これ以後も，中国やドイツ等で勤務し，国際外交の舞台で活躍する。 

                 出典：「若き日の重光葵」大分県立先哲史料館 
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エピソード 

エ
ピ
ソ
ー
ド 

１ 

エ
ピ
ソ
ー
ド 

２ 

エ
ピ
ソ
ー
ド 

３ 

 満州事変をきっかけに，日本と中国の関係はよくない方向に向

かいました。そんな中，上海に赴任していた重光葵は，日本と中

国の停戦交渉に努力しました。 

1932（昭和７）年４月 28 日，日本と中国の停戦がようやくまと

まりました。しかし，翌日，重光葵は，当時の天皇の誕生日の祝

賀式典で爆弾によって負傷し，右足を切断することになりました。

その手術の直前に，重光葵はベッドの上で，自ら停戦協定の書類

に署名したのでした。 

 1945（昭和 20）年８月 14 日，日本政府はポツダム宣言を受諾し，

翌日に国民に発表し戦争が終わりました。 

外務大臣に就任した重光葵は，９月２日，日本政府の代表とし

て，東京湾に浮かぶアメリカの戦艦ミズーリ号の上で降伏文書に

署名をしました。この時，重光葵と同行したのは，中津市出身の

梅津美治郎（うめづよしじろう）でした。 

 日本の代表として，大分県出身の２人が関わったのです。 

もっと，くわしく知りたい人は，行ってみよう。 

○「  無迹庵（むせきあん）重光邸 」    

〒873-0014  杵築市大字本庄 893-１ 

○「山渓
さんけい

偉人館」 〒873-0224  国東市安岐町山口 567-3

アクセス 

 1956（昭和 31）年 12 月 18 日，日本の国際連合加盟が決まり，

重光葵は国際連合の総会で日本の代表として演説を行いました。

 国連総会での演説の後，1957（昭和 32）年，１月 15 日，重光

葵は大分県立杵築高等学校で，母校の生徒たちに対して，講演を

行いました。この時，「志四海（ししかい）」という言葉を残しま

す。 

 同年１月 26 日に狭心症の発作により，69 歳の生涯を閉じまし

た。 

 世界 80 カ国の代表たちが，重光葵に黙祷をささげました。 

［資料＿報告②］

-19-



19 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本は東西のかけ橋 

１．あらすじ 

○プロローグ（重光葵の紹介） 

 

○停戦協定 

 ・日本と中国の関係が悪化 

 ・重光の粘り強い停戦交渉 

  

○重光の決意 

・当時の天皇の誕生日の式典に出席する重光 

・停戦協定の書類に自ら署名することを嘆願する重光 

・手術を延期し，痛みをこらえ，ベッドの上で署名する重光 

 

 ○その後の日本の歩み（表にして示す） 

・日本が「国際連盟」を脱退       ・日中戦争 
・日本のハワイ真珠湾攻撃        ・広島、長崎に原子爆弾が投下 
・ポツダム宣言受諾、日本の無条件降伏 
 

 ○苦難の再出発 

  ・日本の代表として戦艦ミズーリ号の上で，降伏文書に署名する重光 

・戦争の責任を問われ，四年半にわたり刑務所に収監 

・刑務所の中で，日本を国際連合に加盟させたいと強く願う重光 

 

 ○日本の国際連合加盟 

・外務大臣に就任した重光 

・国際連合加盟を果たすため，尽力する重光 

  ・国際連合の総会の場面 

 

 ○ふるさとへ 

・杵築高校で，生徒たちに対して講演を行う重光 

 

 ○エンディング（69 年の生涯） 

 

２．中学校用の教材 

お知らせ 

○授業で使う生徒用の教材は，本書の巻末に収録しています。 

○巻末に収録している教材には，挿絵や語句の説明等もあります。

○授業の際には，巻末の教材を印刷してご使用ください。 
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２．教材に盛り込んだ内容について 

○ねらいとする内容項目（国際理解，国際貢献）を明確にするために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒が立ち止まって考える教材にするために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「重光葵」の魅力を伝えるために 

 
 
 
 
 
 
 
 

他国を尊重し国際的視野に立って，世界の平

和について考えたり，世界の情勢に目を向けた

りする態度につながるように，以下のような内

容で構成しました。 
・国際連合の総会での演説の内容 

・国と国との衝突を力によって解決してはならな

いという信念を貫き，話し合いで解決しようと

努力する姿。 

・日本の国際連合加盟を決意し，努力する姿。 

 

教材のタイトルは「日本は東西のかけ橋」

としました。授業の始めに，この言葉の意

味を考えさせることにより，ねらいとする

道徳的価値への方向づけができると考えま

す。 

教材の前半には，重傷を負いながらも自

分の体のことよりも，中国との停戦協定を

一番に考える場面を取りあげました。この

場面では，重光葵のそのような行為に対し

て，生徒一人一人が様々な思いを抱くこと

が期待できます。 

また，後半には，国際連合の総会での演

説文を載せています。演説の文章を，重光

葵の生き方と重ねて考えさせるような学習

が展開できます

本教材では，大分県の生徒たちに，大分県の先人である重光葵の国

際連合加盟時の演説を知ってもらいたいと考え，戦後の場面を中心に

取り上げました。 

「日本は東西のかけ橋となり得る。」という国連総会での言葉は，

大分県の先人の演説であると知れば，郷土への誇りにもつながってい

くのではないかと考えます。 
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国際連合加盟に関わって，日本の代表

として総会に出席し演説を行うといった

大役を果たした後，郷土の大分県に帰り

母校である杵築高校で講演を行い，後輩

たちに「志四海（ししかい）」という言

葉を残したのも魅力の一つです。 

「志四海（ししかい）」と「日本は東

西のかけ橋となり得る。」という２つの

言葉を比較させたり，２つの言葉の関連

を考えさせたりするような学習も考えら

れます。 
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中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編（平成 27 年７月）において，

内容項目に関して述べられていることを整理してみます。 

 

◇本教材に関する内容項目 【国際理解，国際貢献】 

 
 
 
 
◇内容項目の概要 

 ○「国際理解，国際貢献」の必要性 

 ・環境や資源，食糧や健康，危機管理など，一地域や一国内にとどまる問題ではない。 

 ・日本人が自分たちだけの幸せを求めることに終始することは難しくなってきている。 

○他国を尊重する 

・他の地域や国々はそれぞれの文化や伝統，歴史をもっており，他の地域や国々がもっ

ている理想等を，違いは違いとして理解する。 

○国際的視野に立つ 

・広くの世界の情勢に目を向けつつ，国際理解に努める。 

○世界の平和と人類の発展に寄与する 

 ・日常生活の中で社会連帯の自覚に基づき，あらゆる時と場所において協働の場を実現

していく努力こそ，平和で民主的な国家及び社会を実現する根本である。 
 
◇指導に当たって 

・他国には，日本と同じように，その国の伝統に裏打ちされたよさがあることや，その

国の独自の伝統と文化に各国民が誇りをもっていることなどを理解させる。 

・様々な文化のもつ多様性の尊重や価値観の異なる他者との共生などについても考えを

深める必要がある。 

・世界の平和と人類の発展に貢献する理想を抱き，その理想の実現に努めることが大切

である。その理想の実現のための基本になるのは，どの国の人々も同じ人間として尊

重し合い，差別や偏見をもたずに公正，公平に接するということである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３－１  内容項目 

 世界の中の日本人としての自覚をもち，他国を尊重し，国際的視野に立って，世界

の平和と人類の発展に寄与すること。 

３．教材研究編 

グローバル化が進む今の時代に生きる中学生には，日本

のことだけでなく，世界の情勢に目を向けることの大切さ

や世界の平和について，他人事ではなく自分事として，考

えさせたいですね。 

 

 他の内容項目においても，解説書で述べられていること

を自分なりに整理してみてください。 
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人の行動や言葉の裏側には「心」が存在する。それは，ある考え方やその人がもつ価値

観等である。道徳教材には，人物の道徳的な行為が描かれている場合が多い。人物の道徳

的な行為の背景にある価値観等を，指導者がまず明らかにしておく必要がある。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３－２  教材の分析     （例） 

登場人物の言葉や行動 言葉や行動の背景にある価値観等 

○「お願いがあります。停戦協定の書類に

署名するまで，手術を待っていただけま

せんか。自分で署名して，停戦を確かな

ものにしたいのです。」 

 

 

 

 

○「今日の日本の政治，経済，文化は，過

去一世紀にわたる東洋と西洋の融合の

産物です。そういった意味で，日本は東

西のかけ橋となり得ると思います。」 

 

 

 

・他の地域や国々は，それぞれの文化や伝統，

歴史をもっており，違いは違いとして理解し

尊重していかなければならない。 
 （国際理解，国際貢献） 
・どんな困難があっても,自分の決めた目標は最
後までやり遂げなければならない。 
 （克己と強い意志） 
 

・他の地域や国々は，それぞれの文化や伝統，

歴史をもっており，違いは違いとして理解し

尊重していかなければならない。 
・日本のことだけを考えるのではなく，世界の

情勢に目を向け，他国のことも考えていかな

ければならない。 
・世界の平和と人類の発展に貢献したい。 

考えられる発問の例 

○「重傷を負いながらも，重光はなぜ自分の手で署名することにこだわった

と思いますか。」 

○「自分の手で署名することと，他の人が署名することに違いがあるのでし

ょうか。」 

○「『日本は東西のかけ橋になり得る。』という言葉には，重光葵のどんな思

いが込められていると思いますか。」 

○「『日本は東西のかけ橋になり得る。』とは，私たちがこれからどのように

していくことだと思いますか。」 

○「重光葵は，今を生きる私たちに，どんなことを期待していると思います

か。想像してみてください。」 

 ○「重光葵の生き方から，あなたは何を学びましたか。」等 

 

どのような授業を行うかは，授業者の意図によります。ど

のようなことをじっくり考えさせたいのか，またどのような

ことに気づかせたいのか，授業者が明確にして発問を決める

ことが大切です。 

注意すべきは，教材に書かれていることが答えになるよう

な発問です。読み取り中心の学習になってしまいます。 
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 道徳の授業づくりでは，発問の構成が大切である。言わば，授業の骨組みともいえる。

発問の構成について，中学校学習指導要領解説 特別の教科道徳編には次のように示されて

いる。 

 

 

 

 
＜発問を考える順序＞ 

・ウ⇒イ⇒エ⇒アという順序で発問を考え，授業展開の全体像を描いた。 

・ウは，中心的な発問であり授業のねらいに関わる。授業では多くの時間をかける。 
・イは，ウにつながっていくような発問である。イの学習が，ウの学習を支えていく。 
・エは，実生活への意識化を図るための発問である。ここでは無理に発表させなくてもよ

い。ノートやワークシート等に書かせたりすることも考えられる。 

・アは，授業のスタートであり，短時間で本時の学習の見通しをもたせたり，動機づけを

行ったりするものである。 
・ア，イ，エの発問は，ウを最大限に生かすための発問であり，短時間で行う。 

 発問の構成 発問の意図 

ア 

 

 

 

 

 

イ 

 

 

 

 

 

ウ 

 

 

 

 

 

 

エ 

○「日本は東西のかけ橋」とは，どういう意

味だと思いますか。想像してみてください。

・日本が，他の国と国の間に立って関係をつくる。 

・太平洋近くの国と大西洋近くの国をつなぐ役割。 

 

 

○重傷を負いながらも，重光葵はなぜ自分の

手で署名することにこだわったと思います

か。 

・自分の手で何とか平和を取り戻したい。 

・他の者には任せたくない。停戦を確実にしたい。 

 

◎「日本は東西のかけ橋になり得る」という

言葉には，重光葵のどんな思いが込められ

ていると思いますか。 

・二度と世界大戦を起してはならない。 

・国と国が争うことは不幸なこと。日本が，中心とな

り世界の平和をつくっていくのだ。 

 

○「日本は東西のかけ橋になり得る」とは，

私たちがこれからどのようにしていくこと

だと思いますか。」 

・他の国の文化や伝統を正しく理解していくこと。 

・外国で今，何が起きているのかを知るように努力す

ること。 

教材の中心場面と関連のある言葉の意味

を想像させ，教材を読む際の興味をもたせ

るとともに，学習の方向を示したい。 
 本時で扱う道徳的価値への方向づけであ

る。 

 

国と国の衝突を武力ではなく，話し合い

で解決すべきだという重光葵の信念を理解

させたい。 
 中心的な発問へのつなぎの発問である。

 
 
他の地域や国々は，それぞれの文化や伝

統，歴史をもっており，違いは違いとして

理解し，尊重していかなければならないこ

とを重光葵の演説や重光葵の言動を参考し

ながら考えさせたい。 
ねらいに直結した発問である。 

 
日本のことだけを考えるのではなく，世

界の情勢に目を向け，他国のことも考えて

いかなければならないことを気づかせた

い。 
教材を通して生み出された考えや価値観

を，実生活につなげる発問である。 

３－３  発問の構成     （例） 

 発問を構成する場合には，授業のねらいに深く関わる中心的な発問をまず考え，次に

それを生かすためにその前後の発問を考え，全体を一体的に捉えるようにするという手

順が有効な場合が多い。 
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１ 主題名   「世界とともに生きる」   

 

２ ねらいと教材 

 平和は，全ての人々が考えるべき重要な課題であることを理解させ，日本のことだけを

考えるのではなく，広く世界の情勢に目を向けようとする態度を育てる。 

＜教材名「日本は東西のかけ橋」，内容項目「国際理解，国際貢献」＞ 

 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする道徳的価値について（学習指導要領解説をもとに記述） 
 今日，私たちが抱える問題，例えば環境や資源，食料や健康など，どれも一地域や一国

内にとどまる問題ではない。したがって将来の日本を担う中学生には，日本のことだけを

考えるのではなく，国際的視野に立ち，広く世界の情勢に目を向けつつ，日本人としての

自覚をもって国際理解に努めることが必要である。国際社会の中でグローバルに活躍する

ために必要な態度や考え方である。 

 このような態度や考え方の基本となるのは，国によってものの感じ方や考え方，生活習

慣などが違っても，どの国の人々も同じ人間として尊重し合い，差別や偏見をもたずに公

正，公平に接するという道徳的な価値である。そのことを踏まえ，平和は，全ての国々の

人々が模索すべき道徳的課題の一つであるということを理解させる必要がある。 

 

（２）生徒の実態について（次のような内容を記述） 

○ねらいとする内容項目に関わって，これまでどのような指導を行ってきたか，また生徒

がどのような体験や経験をしているのか示す。また，その結果として，どのような成果

や課題があるのかを示す。 

○アンケートや意識調査等のデータから解釈することも考えられる。 

○ねらいとする内容項目に関わって，これまでの指導や体験等の結果として浮かびあがる

成果や課題から，補充・深化・統合の方向性を示す。 

  ⇒これまでの指導等を振り返り，指導の機会や生徒の経験が少ない場合には，本時でしっかり補う必

要がある。つまり，補充という目的になる。 

 ⇒これまでの指導等を振り返り，より一層深く考えさせたり，感じさせたりする必要があると判断す

れば，それは，深化という目的になる。 

  ⇒様々な機会で学んだことを，合わせて考えさせたり，それらの関連に気づかせたりして，新たな感

じ方や考え方を生み出すことを目的とすれば，それは統合といえる。 

 

（３）教材について（教材のあらすじや特質，教材の活用の仕方について記述） 

 本教材は，大分県出身の重光葵の生き方をもとに作成されている。重光葵は外交官とし

て上海に赴任し，国同士の衝突を話し合いで解決しようとするが，日本は戦争の道を歩ん

でいく。そして，重光葵は戦後の日本を国際連合に加盟させるために尽力し，国連総会の

場で世界中が認める演説を行った。 
 本時は，国連総会における重光葵の演説の言葉を活用し中心的な学習とする。そのため

に，重光葵が停戦協定を自らの手で行おうとする場面を考えさせ，平和への強い信念を理

解させる。そして，「日本は東西のかけ橋になり得る」という言葉に込められた重光葵の

思いを考えさせていくようにする。将来の我が国を担う中学生が，日本のことだけでなく，

世界の情勢に目を向けていく大切さを意識できる教材である。 

 

３－４  学習指導案     （例） 
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４．学習指導過程 

 学習活動・主な発問 予想される生徒の反応 指導上の留意点 

導
入 

３
分 

１．「日本は東西のかけ橋」とい

う言葉の意味を考える。 
○「日本は東西のかけ橋」とは， 

どういう意味だと思いますか。

想像してみてください。 

        

 
 
・日本が，他の国と国の間に立っ

て関係をつくる。 

・国と国をつなぐ役割。 

 

・本時のねらいに関わる問題

意識をもたせる。 

・２～３人程度，発表させる。

 

・この言葉は，大分県出身の

重光葵の演説の言葉であ

ることを紹介し，教材を配

布する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展
開 

４
４
分 

２．教材を読んで，話し合う。 

 

○重傷を負いながらも，重光葵は

なぜ自分の手で署名すること

にこだわったと思いますか。 

          

 

 

（中心的な発問） 

◎「日本は東西のかけ橋になり得

る」という言葉には，重光葵の

どんな思いが込められている

と思いますか。 

 

※生徒の考えを的確につかんだ

り，さらに考えを引き出したり

する補助発問を必要に応じて

使うようにする。 

（補助発問・・・必要に応じて） 

・なぜ，そう思うの。 

・本当にこれでよいのかな。 

・○○さんの考えをみなさんはど

う思いますか。等 

 

３．学習したことを自分の生活に

置き換えて，想像してみる。 

○「日本は東西のかけ橋になり得

る」とは，私たちがこれからど

のようにしていくことだと思

いますか。 

 

 

・自分の手で何とか平和を取り戻

したい。 

・他の者には任せたくない。停戦

を確実にしたい。 

 

 

 

・二度と世界大戦を起してはなら

ない。 

・国と国が争うことは不幸なこ

と。日本が，中心となり世界の

平和をつくっていくのだ。 

・国同士が争う時代は終わった。

これからは，日本が中心となり

世界の平和を進めるのだ。 

・戦争の悲惨さを知っている日本

だからこそ，世界をつなぐ役割

ができるのだ。 

 

 

 

 

・他の国の文化や伝統を正しく理

解していくこと。 

・外国で今，何が起きているのか

を知るように努力すること。 

・教材は，教師が読み聞かせ

る。 

・重光葵の考え方や信念を理

解させる。 

・ここでは，時間をかけすぎ

ないよう留意する。 

・時間短縮のため１～２分程

のペアトーク等も考えら

れる。 

・ねらいとする道徳的価値に

かかわる学習であるので，

時間をかけ，グループで話

し合わせたり，ワークシー

ト等に書かせたりする活

動も考えられる。 

・一つの考えに集約するよう

なことはせず，それぞれの

考え方の違いが見えるよ

うに板書に整理し，多面的

にとらえさせるようにす

る。 

 

 

 

・ワークシートやノート等に

考えを書かせる。 

終
末 

３
分 

４．「私たちの道徳」P219のメッ
セージを読む。 

 
 

・「私たちの道徳」P219のメ
ッセージを読んで，本時の

学習の余韻をもたせて授

業を終わる。 
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Ⅲ 地域教材の開発と活用  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

特別の教科 道徳（道徳科）は，平成 30年か
ら小学校，平成 31年から中学校で全面実施と
なります。 
道徳科の解説書（平成 27年７月）には，『道

徳科は，主たる教材として教科用図書を使用す

るが，併せて地域教材などの開発と活用が重要

である』と述べられています。 
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例えば，私たちが郷土の文化財や伝統芸能等を誇りに思い大切にするのは，単に昔から

伝えられ，古いものだから価値があるということではなく，そこに込められた様々な先人

の崇高な営み（願いや考え方，生き様等）を大切にしたいと考えるからです。 
人はいずれの地であれ，地域の中で生活し，成長していくものです。児童生徒は，自然

を含め，地域の様々な文化や人との関わりを通して成長していきます。児童生徒の道徳性

を育む上においても，地域社会や地域教材のもつ意義は大きいと言えます。 
地域の「ひと，もの，こと」との関わりの中で，児童生徒の郷土愛も育んでいけるので

す。 
 
 
 

 
 地域教材と言えば，地域の「自然」「伝統と文化」「先人の伝記」等を題材にしたものを

想像するでしょう。この３つ以外にも，特別の教科 道徳の解説書（平成 27年７月）には，
次のようなものが紹介されています。 
 
○「生命の尊厳」を題材にしたもの 

  生命の尊厳に関わる素材には，生命の誕生や死を取り上げたものから，動物愛護や救

命，医師の努力など幅広く考えられます。 

 

○「スポーツ」を題材としたもの 

スポーツを題材とした教材には，目標に向かって挑戦するアスリートの姿が力強く描

かれています。そこには，挫折したり苦悩したりする人間の弱さもあり，児童生徒の共

感を呼んだり憧れを抱いたり，心に響くものが多くあります。 

 

○「情報化への対応などの現代的な課題」を題材としたもの 

・情報化に関しては，機器の活用の仕方を扱うのではなく，機器を活用する上で必要な「節

度，節制」や「規則尊重」などについて考えを深めていけるような教材が必要です。 

・道徳科で扱う道徳的諸価値は，現代社会の様々な課題に直接関わっています。 

 例えば，環境，貧困，人権，平和等といった課題は，「公正，公平，社会正義」「国際

理解，国際貢献」「生命の尊さ」等様々な道徳的価値に関わる葛藤があります。 
 
 
 
 
 
 
 

１．地域教材の意義 

なぜ，道徳の授業に地域を素材とした教材が必要なので

しょうか？ 

道徳の授業に活用する地域教材には，どのようなものがあるでしょうか？ 

 

大分県は，美しい自然や伝統的な文化，歴史遺産がたく

さんあります。大分県内にある魅力ある素材を探してみま

しょう。教材開発は，まず素材探しからです。 
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①素材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②題材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③教材 

○適切な道徳的価値に関わる事象や人物が取り上げられているもの。 
○悩みや葛藤等の心の揺れ，人間関係の理解等の課題も含め，児童生徒が深 
く考えることができるもの。 

 ○人間としてよりよく生きる喜びや勇気を与えられるもの。 
 ○多様な見方や考え方ができる事柄を取り扱う場合には，特定の見方や考え

方に偏った取り扱いがなされていないもの。 

２．大分県にある魅力的な素材（例） 

 道徳の授業は，主に人の生き方に関わる学習です。ですか

ら，人との関わりが見えるという視点が必要です。 

例えば，「自然」について教材化しようと考えた場合にも

自然保護という活動を行っている人物等がいるはずです。 

～例～ 

・「世界農業遺産」  ・「大分国際車いすマラソン大会」 

・「ジオパーク」   ・「石橋」      ・「竹宵まつり」 

・「祇園まつり」   ・「国宝」      ・「城下カレイ」  

・「アサギマダラ」  ・「太陽の家」    ・「大分県先哲叢書」 

・「田染荘」     ・「高崎山」     ・「快眠活魚」 

・「関アジ関さば」  ・「シチトウイ」   ・「干ししいたけ」 

・「ホタルまつり」  ・「獣医師」     ・「きつね踊り」 

・「エコパーク」   ・「河津桜」     ・「つり橋」 

・「頭料理」     ・「銘菓」      ・「神楽」 

・「廣池 千九郎など地域の先人」 ・「地域出身のアスリート」等   
  

生 命 の 尊 厳 自 然 

情報化への現代的な課題 ス ポ ー ツ 先 人 の 伝 記 

伝 統 と 文 化

 

素材が見つかったら，下の６つの題材（テーマ）のどこに

あてはまるのか検討してみましょう。 

自校の児童生徒にとって，どの題材が必要なのか。また教

育課程を改善するためにはどの題材が不足しているのか等を

検討すると，教材化の方向性を定めることができます。 
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 教材の開発には，様々な方法や手順が考えられますが，ここでは，読み物教材の開発の

手順について一例を示します。 

①素材を見つけよう 

 

 

 

 

 

②情報を集めよう 

 

 

 

 

 

 

※専門家に聞いてみよう 

 

 

 

 

 

 

 

３．地域教材作成の手順 

○郷土資料，パンフレット 
○一般書籍 
○情報通信ネットワーク 
○歴史資料館や記念館 
○過去の新聞記事や市報 
○県立図書館や市立図書館 
○地域の方や専門家にインタビュー 

題 材 

 

 

 

 

 

 

 
 

生 命 の 尊 厳

自 然

情報化への現代

的な課題 

ス ポ ー ツ

先 人 の 伝 記

伝 統 と 文 化

素材は，それぞれの地域にたくさんあると

思います。日頃からニュース，新聞などに目

を通し，身近な出来事に関心をもつことが大

切です。 
見たり聞いたりしたことを，６つの題材ご

とに分類・整理しておくと教材化しやすくな

ります。 

素材によっては，専門家の協力が必要な場合があります。 
本書に収録している２つの教材は，専門家に協力をいただき作成し

たものです。 
 

【専門家にインタビューする利点】 

○新たな情報やなかなか手に入らない貴重な書籍や資料などを提供 

してくれる。 
○専門家の話を聞くことで，さらに興味が高まり，教材作成の意欲 
につながる。 

○授業展開のヒントとなることが多い。 
○教材そのものの不備や間違いについて，助言をしてもらえる。 
○教材作成の際，著作権の問題等がクリアーできる場合が多い。 
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③調べたことを「教材」にしてみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④授業をイメージしながら「教材」を修正しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教材作成の際に留意しなければならないのは，著作権の問題です。前頁でも紹

介しましたが，専門家に協力を依頼すると，著作権の問題も解決することが多

くあります。詳しくは，文化庁 web サイトで確認しましょう。 

（http://www.bunka.go.jp/chosakuken/index.html） 

①ねらいとする内容項目及び対象学年を決定する。 

②登場人物や中心となる場面などを設定する。 

③ストーリーの大要や「起承転結」等を設定する。 

※ここまでは，ストーリー全体の「設計図」のようなものです。 

④「設計図」をもとに，字数を考慮しながら，実際に読み物等の「形」

にしてみる。 

 

  ※読み物教材の場合の字数制限の目安 

   字数制限には，明確な規定はありません。字数やページ数は様々

である。大切なのは，子どもの実態に合わせて決めることです。 

  （例）４ページ構成の場合（１ページ分は，挿絵や写真等） 

・低学年・・・450 字×３＝1350 字程度 

・中学年・・・600 字×３＝1800 字程度 

・高学年・・・750 字×３＝2250 字程度 

・中学校・・・短いものから，3000 字を超えるもの 

※あくまでも大まかな目安です。 

     ※例えば，高学年の教材であっても，1500 字程度も考えら

れます。 

 ※ここからが，大切な作業です。実際に授業の様子や発問などをイメ

ージしながら，修正していきます。 

 

【修正の視点】 

○児童生徒に考えさせたい部分や必要のない情報は，削除していく。 

○児童生徒が考えやすいように，人物が立ち止まって考える場面や迷

いの場面などを書き加えたり，人物の心の動きを直接記述せず、副

詞などを効果的に活用したりするなどの表現の工夫をする。 

○ねらいとする道徳的価値に関わる場面が描かれているか吟味する。 

○挿絵や補助資料などをどこに位置づけるか吟味する。 

○児童生徒にとって，わかりやすい表現になっているか吟味する。 
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作成協力者等（順不同） 

  荘田 啓介 氏 
臼杵市二孝女顕彰会 事務局長 

野津町きっちょむ史談会 事務局長 

  佐藤 晃洋 氏 大分県立先哲史料館 館長 

  細井 雅希 氏 きつき城下町資料館 

  重光邸 無迹庵（むせきあん） 

  杵築市教育委員会 

  臼杵市教育委員会 

 

参考にした書籍や資料等 

出典：集英社文庫コミック版「ＮＨＫその時歴史が動いた 昭和史復興編」国際連合加盟 

重光葵 日本から世界へのメッセージ   
著者：広井てつお 
 

出典：PHP 研究所「調印の階段」  

著者：植松三十里    

 

出典：新日本文芸協会 「実話 病父を尋ねて三百里」   

著者：橋本 留美  

  

出典：「連載 実話二孝女物語」 臼杵市の市報に掲載 

著者：荘田 啓介  

 

出典：「若き日の重光葵 ～外交官を目指した青年の足跡～」  

作成：大分県立先哲史料館 

 

「重光葵 連合国に最も恐れられた男」 福冨健一 著  講談社 

「親子で読む大分偉人伝」 辻野 功 著  一般社団法人大分学研究会 

「大分の先人たち 心を育てる物語」 大分県小学校道徳教育研究会 著   光文書院 

「200 年前の友情が今新たなドラマに！」 荘田 啓介 著  臼杵市二孝女顕彰会  

「ともに歩む」高校用道徳副読本  茨城県教育委員会 

「心の響き ～臼杵の先人に学ぼう～」 臼杵市教育委員会 

「臼杵の歴史発見 ルート 18」  臼杵市・臼杵市教育委員会 

「豊後国の二孝女」DVD  臼杵市二孝女顕彰会 
 

イラスト協力   

イラスト集 人・人物のイラストわんパグ   
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平成27年３月に小中学校の学習指導要領が一部改正され，これまでの「道徳

の時間」が，「特別の教科 道徳」として実施されることになりました。小学校

では平成30年，中学校では平成31年に全面実施となります。 

将来の変化を予測することが困難な時代には，自らの人生や社会における答

えが定まっていない問いを受け止め，多様な他者と議論を重ねて探求し，「納

得解」を得るための資質・能力が求められます。このような意義や価値を担う

道徳の授業は，学校教育における道徳教育の要として，これまで以上に積極的

な役割を果たさなければなりません。そして，誰よりも重要な役割を担ってい

るのは道徳の授業を直接行っている一人一人の先生方です。 

道徳の授業が，主題やねらいの設定のない単発的な生活指導の時間になった

り、一つの指導過程のみを「型」として過度に固執したりするようなことを避

け，「考え，議論する道徳」を目指し柔軟に授業を構想していく必要がありま

す。 

本書は，道徳の授業づくりや教材づくりについての一例を示しました。道徳

の教科化に対応するためにも，道徳の授業研究や授業改善の取組は急務です。

本書が，その一助となれば幸いです。大分の子どもたちが夢や未来に向かう意欲を

育むためにも、道徳の授業の改善及び充実に向けて、ご尽力くださるようお願い

します。 

 

平成２８年 ３月    

大分県教育庁義務教育課 義務教育指導班主幹 小田 雅章 

おわりに 
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「
志
四
海
」
は
、
「
四
海
を
志
す
。
志
が
全
世
界
を
覆
う
。
志
を
全
世
界
に
及
ぼ
す
。
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

お
お

お
よ

若
い
人
た
ち
が
、
こ
の
言
葉
を
胸
に
大
き
な
志
を
抱
き
、
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
日
々
努
力
を
重
ね
て
ほ
し
い

だ

と
い
う
重
光
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ

国
連
総
会
の
演
説
か
ら
三
十
九
日
後
、
一
月
二
十
六
日
、
重
光
葵
は
、
自
ら
の
使
命
を
果
た
し
、
そ
の
人
生
の

役
割
を
終
え
た
か
の
よ
う
に
息
を
引
き
取
っ
た
。
六
十
九
年
の
生

涯
で
あ
っ
た
。

し
よ
う
が
い

※
四
海
（
し
か
い
）

・
四
方
（
東
西
南
北
）
の
海

し

ほ

う

・
世
界
な
ど
の
意
味
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世
界
に
は
今
な
お
多
く
の
重
大
な
問
題
が
存
在
し
ま
す
。

今
日
、
世
界
が
遭
遇
し
て
い
る
不
安
と
緊

張
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
そ
の
原
因
が
い
か
な

そ
う
ぐ
う

き
ん
ち
よ
う

る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
国
際
連
合
の
力
に
よ
っ
て
、
平
和
的
に
処
理
し
得
な
い
問
題
は
あ
り
え
な
い
と
思
い

ま
す
。

平
和
は
、
地
球
規
模
で
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
日
本
は
国
際
連
合
が
世
界
に
お
け
る
平
和
政
策
の
中
心

的
推
進
力
を
果
た
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

今
日
の
日
本
の
政
治
、
経
済
、
文
化
は
、
過
去
一
世
紀
に
わ
た
る
東
洋
と
西
洋
の
融
合
の
産
物
で
す
。
そ
う

ゆ
う
ご
う

い
っ
た
意
味
で
、
日
本
は
東
西
の
か
け
橋
に
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
日
本
は
、
そ

の
大
き
な
責
任
を
充

分
に
自
覚
し
て
い
ま
す
。

じ
ゆ
う
ぶ
ん

日
本
が
国
際
連
合
の
崇
高
な
目
的
に
対
し
、
誠
実
に
奉
仕
す
る
決
意
を
有
す
る
こ
と
を
再
び
表

明
し
て
私
の

す
う
こ
う

ほ

う

し

ひ
ょ
う
め
い

演
説
を
終
わ
り
ま
す
。

演
説
が
終
わ
る
と
、
総
会
の
会
場
は
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
で
つ
つ
ま
れ
た
。
日
本
が
平
和
国
家
と
し
て
国

は
く
し
ゆ

際
社
会
か
ら
認
め
ら
れ
た
瞬

間
で
あ
っ
た
。
重
光
の
演
説
は
、
「
日
本
の
未
来
に
対
す
る
姿
勢
が
は
っ
き
り
と
示

し
ゆ
ん
か
ん

さ
れ
た
。
」
と
世
界
の
国
々
か
ら
評
価
を
受
け
た
。

国
連
総
会
で
の
大
役
を
果
た
し
、
重
光
は
故
郷
の
大
分
県
に
帰
っ
て
き
た
。

一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
、
一
月
十
五
日
、
重
光
は
母
校
で
あ
る
杵
築
高
校
に
招
か
れ
、
生
徒
た
ち
に
対

き

つ

き

し
て
講
演
を
行
っ
た
。
こ
の
時
、
重
光
は
、
杵
築
高
校
に
「
志
四
海
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
た
。
現
在
で
も
、
杵

し

し

か

い

築
高
校
で
は
、
こ
の
言
葉
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

う

つ

※
崇
高

す
う
こ
う

・
巨
大
な
も
の
、
勇
壮
な
も
の
に

ゆ
う
そ
う

対
し
た
と
き
対
象
に
対
し
て
抱
く

感
情

・
何
に
も
比
較
で
き
な
い
偉
大
さ

い

だ

い

を
指
し
、
自
然
や
そ
の
広
大
さ
に

つ
い
て
い
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

※
奉
仕

ほ

う

し

報

酬
を
求
め
ず
、
ま
た
他
の
見

ほ
う
し
ゅ
う

返
り
を
要
求
す
る
で
も
な
く
、
労

働
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
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出
所
後
、
外
務
大
臣
に
就
任
し
た
重
光
は
、
日
本
の
復
興
の
た
め
に
は
国
際
連
合
へ
の
加
盟
は
何
と
し
て
も
や

り
遂
げ
ね
ば
な
ら
な
い
と
心
に
決
め
、
世
界
の
国
々
と
良
好
な
関
係
を
つ
く
る
た
め
難
し
い
問
題
に
も
全
力
で
向

と

き
合
っ
た
。

そ
し
て
、
重
光
の
粘
り
強
い
努
力
も
あ
っ
て
、
つ
い
に
日
本
の
国
際
連
合
へ
の
加
盟
が
実
現
し
た
。
「
国
際
連
盟
」
を
脱

退
し
て
か
ら
二
十
三
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
、
十
二
月
十
八
日
、
国
際
連
合
の
総
会
に
お
い
て
、
日
本
の
加
盟
が
認
め
ら
れ

た
。
重
光
は
、
そ
の
総
会
の
場
に
日
本
の
代
表
と
し
て
出
席
し
、
世
界
中
に
日
本
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。
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一
九
三
三
（
昭
和
八
）

年

日
本
が
「
国
際
連
盟
」
を
脱
退
す
る
。

だ
つ
た
い

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年

日
本
は
中
国
と
本
格
的
な
戦
争
を
始
め
る
。

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年

日
本
は
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
を
爆
撃
し
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
と
戦
争
を
始
め
る
。

し
ん
じ
ゆ
わ
ん

ば
く
げ
き

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年

広
島
、
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
る
。

な
が
さ
き

ば
く
だ
ん

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
日
本
は
無
条
件
降
伏
す
る
。

じ
ゆ
だ
く

こ
う
ふ
く

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
九
月
二
日
、
外
務
大
臣
に
就
任
し
た
重
光
は
、
日
本
の
代
表
と
し
て
降
伏
文
書
に

署
名
す
る
た
め
、
東
京
湾
に
浮
か
ぶ
ア
メ
リ
カ
の
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
へ
向
か
っ
た
。

と
う
き
よ
う
わ
ん

う

せ
ん
か
ん

「
こ
れ
で
い
い
の
だ
。
日
本
は
降
伏
す
る
と
い
う
現
実
を
受
け
入
れ
て
こ
そ
、
再
出
発
で
き
る
の
だ
。
」

日
本
の
再
出
発
も
、
重
光
の
再
出
発
も
苦
し
い
も
の
だ
っ
た
。
重
光
は
戦
争
の
責
任
を
問
わ
れ
、
こ
の
判
決
に

疑
問
を
も
つ
人
々
も
い
た
が
、
四
年
半
に
わ
た
り
刑
務
所
に
収

監
さ
れ
た
。

け

い

む

し

よ

し
ゆ
う
か
ん

重
光
は
刑
務
所
の
中
で
、
い
つ
か
日
本
を
国
際
連
合
に
加
盟
さ
せ
た
い
と
強
く
願
っ
た
。

「
戦
争
の
苦
し
さ
を
知
っ
て
い
る
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
国
際
社
会
の
中
で
武
力
を
用
い
ず
に
、
戦
争
を
と
め
る
役

割
が
で
き
る
は
ず
だ
。
」

国
際
連
合
は
世
界
に
関
す
る
重
要
な
決
定
を
行
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
際
連
合
に
加
盟
す
る
こ
と
は
世
界
の
国

々
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

※
国
際
連
盟

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
平
和

を
維
持
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
。

い

じ

一
九
二
〇
年
に
四
十
二
カ
国
の

参
加
で
設
立
さ
れ
た
。

さ

ん

か

せ
つ
り
つ

日
本
も
設
立
の
時
か
ら
加
盟
し
て

か

め

い

い
た
が
、
一
九
三
三
年
に
脱
退
し
た
。

だ
っ
た
い

そ
の
後
、
日
本
は
戦
争
の
道
を
歩
む

あ
ゆ

こ
と
に
な
る
。

※
収

監

し
ゅ
う
か
ん

人
を
監
獄
に
収

容
す
る
こ
と
。

か
ん
ご
く

し
ゅ
う
よ
う
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発
の
爆
音
が
鳴
り
響
き
、
辺
り
一
面
に
白
い
煙
が
広
が
っ
た
。
重
光
は
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
が
足
の
自
由
が
利
か

ば
く
お
ん

ひ
び

け
む
り

き

か

ず
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
激
痛
を
感
じ
た
。
そ
の
時
、
群
集
の
ざ
わ
め
き
の
中
か
ら
、
「
犯
人
だ
。
犯
人

が
い
た
ぞ
。
」
と
怒
鳴
る
よ
う
な
声
が
聞
こ
え
た
。

ど

な

重
光
は
、
か
け
つ
け
た
警
官
に
声
を
し
ぼ
り
出
す
よ
う
に
訴
え
た
。

う
っ
た

「
絶
対
に
犯
人
に
乱
暴
を
し
て
は
い
け
な
い
。
署
長
に
も
そ
う
伝
え
て

く
れ
。
」

重
光
の
真
剣
な
顔
つ
き
を
見
て
、
警
官
は
直
立
し
、
敬
礼
で
了

解
を

し
ん
け
ん

り
よ
う
か
い

伝
え
た
。

重
光
の
右
足
は
、
想
像
以
上
に
重

症
で
あ
り
、
切
断
は
ま
ぬ
が
れ

じ
ゆ
う
し
よ
う

な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
重
光
は
激
し
い
痛
み
を
こ
ら
え
な
が

ら
、
医
師
に
声
を
し
ぼ
り
出
し
な
が
ら
訴
え
た
。

「
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
停
戦
協
定
の
書
類
に
署
名
す
る
ま
で
、
手
術

を
待
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
自
分
で
署
名
し
て
、
停
戦
を
確
か
な

も
の
に
し
た
い
の
で
す
。
」

書
類
の
作
成
に
か
か
る
四
、
五
日
の
間
、
痛
み
は
続
く
こ
と
に
な
る
が
、

重
光
の
意
志
は
固
か
っ
た
。

事
件
か
ら
六
日
後
、
手
術
の
直
前
に
病
院
の
ベ
ッ
ト
の
上
で
、
激
し

い
痛
み
を
こ
ら
え
な
が
ら
、
重
光
は
、
停
戦
協
定
の
署
名
を
自
ら
行
っ

た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
重
光
の
思
い
と
は
反
対
に
、
日
本
は
さ
ら
に
戦
争
の
道
を
歩
ん
で
い
っ
た
。
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日
本
は
東
西
の
か
け
橋

「
日
本
は
東
西
の
か
け
橋
」

大
分
県
杵
築
市
出
身
の
重
光
葵
が
残
し
た
言
葉
で
あ
る
。

き

つ

き

し

ま
も
る

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
、
十
二
月
十
八
日
は
、
日
本
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
日
と
な
っ
た
。
日
本
は
国

際
連
合
へ
の
加
盟
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
重
光
葵
は
そ
の
総
会
に
、
日
本
政
府
の
代
表
と
し
て
出
席
し
演
説
を

行
っ
た
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が
こ
の
言
葉
で
あ
る

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
、
重
光
は
外
交
官
と
し
て
、
上
海
に
住
み
、
日
本
と
中
国
と
の
関
係
を
保
っ
た
り
、

日
本
人
の
安
全
を
確
保
し
た
り
す
る
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
そ
の
前
後
か
ら
日
本
と
中
国
の
関
係
は
悪
化
し
、

武
力
衝

突
す
る
こ
と
も
あ
り
、
重
光
は
そ
の
こ
と
に
心
を
痛
め
て
い
た
。

し
よ
う
と
つ

「
こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本
と
中
国
は
本
格
的
な
戦
争
に
な
っ
て
し
ま
う
。
何
と
か
し
な
け
れ
ば
。
」

重
光
は
、

「
国
と
国
と
の
衝
突
を
力
に
よ
っ
て
解
決
し
て
は
な
ら
な
い
。
戦
争
は
両
国
の
国
民
を
不
幸
に
す
る
だ
け
で
あ
る
。
」

と
い
う
信
念
を
貫

き
、
あ
く
ま
で
も
話
し
合
い
で
解
決
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
上
海
で
起
こ
っ
た
武
力
衝
突
に
対

つ
ら
ぬ

し
て
、
重
光
は
中
国
側
と
も
何
度
も
交

渉
を
重
ね
、
日
本
側
の
司
令
官
に
対
し
て
も
、
繰
り
返
し
停
戦
を
説
い
た
。

こ
う
し
よ
う

く

重
光
の
粘
り
強
い
外
交
と
欧
米
諸
国
の
協
力
に
よ
り
、
よ
う
や
く
停
戦
協
定
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
後

ね
ば

お
う
べ
い

は
、
停
戦
協
定
の
正
式
書
類
に
、
双
方
で
署
名
す
る
だ
け
と
な
っ
た
。

そ
う
ほ
う

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
四
月
二
十
九
日
、
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
で
天
皇
誕
生
日
の
式
典
に
出
席
し
た
重
光
は
、

式
典
の
中
で
、
中
国
と
の
争
い
の
早
期
終
結
に
対
し
て
喜
び
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

式
典
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
参
加
者
が
声
を
そ
ろ
え
て
国
歌
を
歌
い
始
め
た
時
で
あ
る
。
重
光
の
足
も
と
で
二

※
国
際
連
合
（
一
九
四
五
年

設
立
）

せ
つ
り
つ

第
二
次
世
界
大
戦
の
後
、
世
界
の

平
和
を
守
る
た
め
、
多
く
の
国
が
協

力
し
て
国
際
的
な
問
題
解
決
を
す
る

場
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

※
当
時
の
時
代
背
景

は
い
け
い

昭
和
の
時
代
に
な
る
と
、
世
界
中

が
不
景
気
に
な
り
、
日
本
で
も
生
活

に
苦
し
む
人
々
が
多
く
な
っ
た
。

不
景
気
を
回
復
す
る
た
め
に
、
日

本
軍
は
中
国
に
進
出
す
る
と
い
う
考

え
を
主
張
す
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
中
国
の
満

州

ま
ん
し
ゅ
う

に
い
た
日
本
軍
が
、
日
本
所
有
の
鉄

し
ょ
ゆ
う

道
を
自
分
た
ち
で)

爆
破
し
、
こ
れ
を

ば

く

は

中
国
軍
の
し
わ
ざ
で
あ
る
と
し
て

攻
撃
を
始
め
た
（
満
州
事
変
）
。
そ
の

こ
う
げ
き

ま

ん
し
ゅ
う

じ

へ

ん

後
、
中
国
各
地
に
武
力
衝

突
が
広
が

し
ょ
う
と
つ

っ
て
い
く
。

［資料＿報告②］

-41-



せ
い
に
大
き
な
拍
手
と
と
も
に

は
く
し
ゆ

「
お
帰
り
な
さ
い
。
」

と
、
明
る
く
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
荘
田
さ
ん
は
、

「
つ
ゆ
と
と
き
、
初
右
衛
門
の
三
人
を
支
え
て
く
れ
た
常
陸
太
田
市

さ
さ

の
人
々
の
温
か
さ
が
わ
か
っ
た
。
人
の
思
い
や
り
や
感
謝
の
心
は
、

今
も
二
百
年
前
も
変
わ
ら
な
い
の
だ
。
」

と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
荘
田
さ
ん
た
ち
は
、
初
右
衛
門
が
お
世
話
に

な
っ
た
青
蓮
寺
な
ど
を
訪
問
し
、
三
人
が
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に

対
し
て
感
謝
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
交
流
を
経
て
、
平
成
二
十
七
年
十
月
十
日
、
大
分
県

臼
杵
市
と
茨
城
県
常
陸
太
田
市
は
姉
妹
都
市
と
な
り
ま
し
た
。
二
百

年
前
の
出
来
事
が
，
二
つ
の
市
を
結
び
付
け
た
の
で
す
。

人
は
一
人
で
は
生
き
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
人
は
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
生
活
し
て
い
る
こ

と
を
「
二
孝
女
」
の
お
話
は
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

※
姉
妹
都
市

文
化
交
流
や
親
善
を
目
的
と
し

し
ん
ぜ
ん

た
地
方
同
士
の
関
係
を
指
す
。
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「
二
百
年
の
時
を
経
て
つ
な
が
る
人
と
人
と
の
絆
」

〜
補
助
教
材
〜

へ

き

ず

な

大
分
県
臼
杵
市
と
茨
城
県
常
陸
太
田
市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
で
「
二
孝
女
顕
彰
会
」
を
つ
く
り
、
活
動
し
て
い
ま

う

す

き

し

い
ば
ら
き
け
ん

ひ

た

ち

お

お

た

し

け
ん
し
よ
う

す
。
二
つ
の
市
の
「
二
孝
女
顕
彰
会
」
は
、
「
二
孝
女
」
に
つ
い
て
の
研
究
を
さ
ら
に
深
め
た
り
、
互
い
に
交
流
を
重

た
が

ね
た
り
し
な
が
ら
、「
二
孝
女
」
の
物
語
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
ま
す
。

臼
杵
市
二
孝
女
顕
彰
会
の
荘
田
啓
介
さ
ん
は
、

し
よ
う
だ

け
い
す
け

「
二
孝
女
の
物
語
は
、
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の
心
、

感
謝
の
心
な
ど
日
本
人
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
私
た
ち
に

か
ん
し
や

教
え
て
く
れ
て
い
る
。
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

荘
田
さ
ん
た
ち
は
、
二
百
年
前
に
つ
ゆ
と
と
き
が
受
け
た
ご
恩
に

対
し
て
、
二
人
に
な
り
代
わ
り
、
茨
城
県
常
陸
太
田
市
へ
お
礼
に
行

く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

二
〇
一
一
年
秋
、
荘
田
さ
ん
ら
約
五
〇
人
が
「
お
礼
参
り
訪
問
団
」

ま
い

ほ
う
も
ん
だ
ん

と
し
て

「
二
百
年
前
、
初
右
衛
門
と
二
孝
女
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
」

と
書
い
た
横
断
幕
を
持
っ
て
、
茨
城
県
常
陸
太
田
市
を
訪
ね
ま
し
た
。

お
う
だ
ん
ま
く

た
ず

荘
田
さ
ん
ら
訪
問
団
に
対
し
て
、
常
陸
太
田
市
の
人
た
ち
は
、
い
っ

※
顕

彰

会

け
ん
し
ょ
う
か
い

個
人
の
著
名
で
な
い
功
績
や
善
行

ち
ょ
め
い

こ
う
せ
き

ぜ
ん
こ
う

な
ど
を
た
た
え
て
広
く
世
間
に
知

ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
会
。

［資料＿報告②］

-43-



「
さ
よ
な
ら
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。
」

親
子
も
、
村
人
た
ち
も
お
互
い
に
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を
ふ
っ
た
。

た
が

二
か
月
後
、
初
右
衛
門
、
つ
ゆ
、
と
き
の
一
行
は
臼
杵
の
港
に
無
事
到
着
し
た
。
臼
杵
に
も
ど
っ
て
か
ら
も
、
評
判

と
う
ち
や
く

は
、
日
に
日
に
村
中
に
広
が
り
、
人
々
は
つ
ゆ
と
と
き
を
親
孝
行
者
と
し
て
ほ
め
た
た
え
た
。

お
や
こ
う
こ
う

あ
る
日
の
こ
と
、
二
人
は
父
に
悩
み
を
伝
え
た
。

な
や

「
村
の
人
た
ち
は
、
私
た
ち
の
こ
と
を
ほ
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
が
、
な
ぜ

わ
た
し

か
素
直
に
喜
べ
ま
せ
ん
。
水
戸
藩
の
皆
様
や
旅
の
途
中
で
出
会
っ
た
方
々

す

な

お

み
な
さ
ま

か
ら
受
け
た
ご
恩
に
こ
た
え
た
く
て
も
、
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
ん

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
」

二
人
の
話
を
聞
い
た
初
右
衛
門
は
、
目
を
閉
じ
て
静
か
に
こ
た
え
た
。

と

「
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
今
の
私
た
ち
が
こ
う
し
て
生
き
て
い

る
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
、
こ
れ
か
ら
も
考
え
続
け
よ
う
で
は
な
い
か
。
」

父
の
言
葉
を
聞
き
、
二
人
は
、
し
ば
ら
く
だ
ま
っ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
二
人
は
、
家
の
仕
事
に
も
村
の
仕
事
に
も
一
所
懸
命
取
り
組
ん
だ
。

い
つ
し
よ
け
ん
め
い

人
々
は
い
つ
し
か
、
こ
の
姉
妹
の
こ
と
を
「
二
孝
女
」
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
時
代
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、

に

こ
う
じ
よ

平
成
と
移
り
、
「
二
孝
女
」
の
物
語
は
今
で
も
語
り
つ
が
れ
て
い
る
。

う
つ
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に
来
て
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、
食
べ
物
や
お
金
を
も
っ
て
き
た
り
、
村
中
で
支
え
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
さ

青
蓮
寺
の
人
た
ち
は
、
お
礼
ま
わ
り
に
出
か
け
よ
う
と
す
る
姉
妹
に
対
し
て
、

「
ま
ず
は
旅
の
疲
れ
が
と
れ
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
休
み
な
さ
い
。
お
礼
ま
わ
り
は
そ
れ
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
。
」

つ
か

お
そ

と
二
人
の
体
を
心
配
し
た
が
、
姉
妹
は
、
一
軒
一
軒
お
礼
を
言
う
た
め
に
た
ず
ね
て
ま
わ
っ
た
。
四
、
五
日
後
に
は
五

け
ん

十
軒
近
い
家
を
ま
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
懸
命
な
姿
は
村
の
多
く
の
人
た
ち
の
心
に
ひ
び
い
た
。

二
人
が

訪

れ
た
家
々
で
は
、
立
派
な
ふ
る
ま
い
に
感
動
し
て
、
お
米

お
と
ず

り

っ

ぱ

や
野
菜
な
ど
を
恵
ん
で
く
れ
る
人
も
い
た
。
二
人
の
評

判
は
、
水
戸
藩

ひ
よ
う
ば
ん

の
役
人
に
も
伝
わ
り
、
食
料
や
暖
ぼ
う
用
の
薪

な
ど
が
あ
た
え
ら
れ

だ
ん

た
き
ぎ

た
。
多
く
の
人
た
ち
の
支
え
と
二
人
の
懸
命
な
看
病
の
お
か
げ
で
、
初

右
衛
門
の
病
気
も
回
復
し
て
い
っ
た
。

か
い
ふ
く

つ
ゆ
と
と
き
が
青
蓮
寺
に
着
い
て
か
ら
四
ヵ
月
が
経
ち
、
つ
い
に
親

た

子
が
旅
立
つ
時
が
き
た
。
水
戸
藩
か
ら
は
親
子
に
真
新
し
い
旅
装
束
と

た
び
し
ょ
う
ぞ
く

父
が
乗
る
た
め
の
か
ご
が
用
意
さ
れ
た
。
臼
杵
藩
か
ら
は
、
旅
の
付
き

添
い
役
が
二
名
来
て
く
れ
た
。
青
蓮
寺
は
見
送
り
に
来
た
村
人
た
ち

そで
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
皆
、
目
に
涙
を
う
か
べ
別
れ
を
惜
し
ん
だ

。

み
な

な
み
だ

お

「
あ
り
が
と
う
。
あ
り
が
と
う
。
」

※
水
戸
藩

み

と

は

ん

現
在
の
茨
城
県
中
部
・
北
部
に

あ
た
る
地
域
。

※
臼
杵
藩

う
す
き
は
ん

現
在
の
大
分
県
臼
杵
市
に
あ
た

る
地
域
。

※
藩は

ん藩
と
は
江
戸
時
代
に
、
大
名
が

支
配
し
た
地
域
な
ど
の
こ
と
。

し

は

い

※
旅

装

束

た
び
し
ょ
う
ぞ
く

旅
を
す
る
と
き
の
服
装
。

［資料＿報告②］

-45-



こ
う
し
て
旅
を
許
さ
れ
た
二
人
は
、
臼
杵
の
港
か
ら
大
阪
行
き
の
船
に
乗
っ
た
。
つ
ゆ
二
十
二
才
、
と
き
十
九
才
の

お
お
さ
か

時
だ
っ
た
。
臼
杵
を
出
て
十
七
日
目
、
船
は
や
っ
と
大
阪
の
港
に
つ
い
た
。
大
阪
か
ら
、
京
都
そ
し
て
東
海
道
へ
と
道

を
た
ず
ね
な
が
ら
旅
を
し
た
。

途
中
、
恐
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
緒
に
江
戸
ま
で
旅
を
し
て
く
れ
た
人
、
食
べ
物
や
お
金
を
恵
ん

と
ち
ゆ
う

こ
わ

い
つ
し
よ

め
ぐ

で
く
れ
た
人
、
家
に
泊
め
て
く
れ
た
人
も
い
た
。
見
ず
知
ら
ず
の
人
た
ち
の
あ
た
た
か
い
心
が
、
旅
の
き
つ
さ
を
い
や

と

し
て
く
れ
た
。

江
戸
、
常
陸
国
へ
と
長
い
道
の
り
を
進
み
、
や
っ
と
の
思
い
で
父
の
い
る
青

蓮
寺
に
た
ど
り
つ
い
た
の
で
あ
る
。

「
お
父
様
。
」

「
つ
ゆ
、
と
き
。
お
前
た
ち
、
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
来
た
の
う
。
」

初
右
衛
門
が
旅
に
出
て
か
ら
七
年
七
ヶ
月
ぶ
り
に
再
会
し
た
親
子
は
、
抱
き
合

さ
い
か
い

だ

っ
て
泣
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
別
人
の
よ
う
に
変
わ
り
果
て
た
父
を
見
た
姉
妹
は
、

そ
の
日
か
ら
懸
命
に
父
の
看

病
に
あ
た
っ
た
。
姉
妹
は
旅
の
た
め
の
お
金
を
す

け
ん
め
い

か
ん
び
よ
う

べ
て
つ
か
い
、
村
の
医
者
に
薬
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
た
の
ん
だ
。
村
の

医
者
も
父
を
想
う
二
人
の
懸
命
な
姿
に
心
を
打
た
れ
た
。

お
も

す
が
た

姉
妹
は
休
む
間
も
な
く
、
父
が
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
村
の
人
た
ち
の

と
こ
ろ
に
お
礼
ま
わ
り
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
初
右
衛
門
が
病
気
に
な
り
七
年
も
の
間
、
村
の
人
た
ち
は
お
見
舞
い

み

ま
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病
気
の
父
を
迎
え
に
常
陸
国
へ

〜
あ
た
た
か
い
心
に
支
え
ら
れ
た
姉
妹
の
旅
物
語
〜

む

か

ひ

た

ち

の

く

に

さ

さ

「
つ
ゆ
姉
さ
ん
、
や
っ
と
着
い
た
わ
ね
。
」

「
う
ん
、
こ
こ
が
お
父
様
の
い
る
青
蓮
寺
よ
。
」

し
よ
う
れ
ん
じ

疲
れ
き
っ
た
二
人
の
娘
が
青
蓮
寺
に
た
ど
り
着
い
た
。
つ
ゆ
と
と
き
の
姉
妹
で
あ
る
。
二
人
は
豊
後
国
の
臼
杵
藩
か

つ
か

む
す
め

ぶ
ん
ご
の
く
に

う

す

き

は
ん

ら
は
る
ば
る
常
陸
国
ま
で
、
病
気
の
父
親
を
迎
え
に
や
っ
て
来
た
の
だ
。

二
ヶ
月
か
け
て
歩
い
た
三
百
里
の
道
は
、
二
人
に
と
っ
て
長
く
苦
し
い
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
物
語
は
、
今
か
ら
二
百
年
以
上
も
前
の
江
戸
時
代
に
あ
っ
た
実
話
で
あ
る
。

つ
ゆ
と
と
き
の
父
で
あ
る
初
右
衛
門
は
、
亡
く
な
っ
た
妻
の
供
養
の
た
め
に
お
寺
め
ぐ
り
の
旅
に
出
た
ま
ま
、
七
年

は

つ

え

も

ん

な

つ
ま

く

よ

う

も
の
間
、
連
絡
が
と
れ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。

れ
ん
ら
く

そ
ん
な
あ
る
日
、
二
人
の
も
と
に

「
初
右
衛
門
は
、
常
陸
国
の
青
蓮
寺
に
い
る
。
重
い
病
気
で
旅
を
続
け
る
の
は
難
し
い
。
」

む
ず
か

と
い
う
知
ら
せ
が
入
っ
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
姉
妹
は
、
今
す
ぐ
に
で
も
、
迎
え
に
行
き
た
か
っ
た
。
親
せ
き
か
ら
は
、
若
い
娘
の
長
旅
を
強
く
反

わ
か

対
さ
れ
た
が
、
父
を
思
う
気
持
ち
は
日
ま
し
に
大
き
く
な
り
、
二
人
は
正
式
な
「
旅
行
証
明
」
を
も
ら
う
た
め
に
代
官

し
よ
う
め
い

所
に
出
か
け
、
自
分
た
ち
の
思
い
を
訴
え
続
け
た
。
代
官
所
の
役
人
た
ち
も
、
姉
妹
の
父
を
思
う
強
い
気
持
ち
に
心
を

う
っ
た

打
た
れ
、
常
陸
国
へ
旅
を
す
る
こ
と
を
許
し
た
。

ゆ
る

※
三
百
里り

約
千
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

距
離
。
一
里
は
、
約
３
キ
ロ
メ

き

ょ

り

り

ー
ト
ル
。

※
供
養

く

よ

う

死
者
の
霊
に
供
え
物
な
ど
を

れ
い

そ
な

し
て
，
そ
の
冥
福
を
祈
る
こ
と
。

め
い
ふ
く

い
の

※
旅
行
証

明

し
ょ
う
め
い

江
戸
時
代
の
日
本
で
、
人
が
旅

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
許
可

き

ょ

か

を
得
て
旅
行
し
て
い
る
こ
と
を

証

明
し
た
物
。

し
ょ
う
め
い

※
代
官
所

だ
い
か
ん
じ
ょ

・
そ
の
土
地
の
政
治
を
行
う
所
。

・
代
官
の
支
配
下
に
あ
る
土
地
。

し

は

い

か
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大分県幼児教育振興プログラム 

（改訂版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年３月 

大分県教育委員会 

しんけん遊ぶ子 

幼児期の教育・保育にかかわる 

幼稚園・保育所・認定こども園の先生及び行政、小学校、保護者に向けた 

～ ふれ相う ・ みつめ愛う ・ そだち合う～ 
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１ 振興プログラム（改訂版）の基本的な考え方 

 

 
 1

１ 振興プログラム（改訂版）の基本的な考え方 

 

（１）振興プログラム（改訂版）における幼児教育の範囲 

 

振興プログラム（改訂版）における「幼児教育」の範囲は、小学校就学前までの子ども

を対象とした幼稚園・保育所・認定こども園において行われる教育・保育とします。 

 

※「幼児期の教育」「幼児期の教育・保育」は「幼児教育」と同様の意味としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園・認定こども園・保育所の比較 

  幼稚園 認定こども園 保育所 

関係法令 □学校教育法 □認定こども園法 □児童福祉法 

施設 

 

□学校 

 

□学校（幼稚園型） 

□児童福祉施設（保育所型） 

□学校及び児童福祉施設 

（幼保連携型） 

□児童福祉施設 

 

対象 □満３歳～小学校就学前 □０歳～小学校就学前 □０歳～小学校就学前 

教育・保育

内容 

□幼稚園教育要領 □幼稚園教育要領（幼稚園型） 

□保育所保育指針（保育所型） 

□幼保連携型認定こども園 

教育・保育要領（幼保連携型）

□保育所保育指針 

 
振興プログラム（改訂版）における「幼児教育」の範囲 

教育 教育・保育 保育 

幼稚園 
認定 

こども園 保育所 

小学校就学前までの子ども
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１ 振興プログラム（改訂版）の基本的な考え方 

 

 
 2

（２）振興プログラム（改訂版）の趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

本県では、文部科学省が平成１８年１０月に「幼児教育振興アクションプログラム」を

策定したことに伴い、幼稚園、保育所、認定こども園、学校関係者、学識経験者、保護者、

行政関係者からなる委員に審議をいただいて、平成１９年３月に「大分県幼児教育振興プ

ログラム」を策定しました。 

    

この間、市町村教育委員会、各学校、関係団体等と連携協力しながら、幼稚園教諭等の

法定研修（新規採用教員研修、１０年経験者研修）や幼稚園教諭、保育士、保育教諭等を

対象とした研修会等を実施して指導力、専門性の向上に取り組んできました。そして、平

成２７年４月に子ども・子育て支援新制度が始まり、幼児教育の質の向上が改めて注目さ

れることとなりました。 

 

このような背景のもと、幼児教育の更なる振興と充実に向けて現行振興プログラムを見

直し、改訂することにしました。 

 

今後、この振興プログラム（改訂版）を踏まえて、本県における幼稚園、保育所、認定

こども園、小学校、行政、家庭、地域社会において、幼児教育の一層の振興・充実が図ら

れることを期待するとともに、県として幼児教育の振興に努めていきます。 

 

 

 

 

（３）振興プログラム（改訂版）の実施期間 

 

 

          平成２８年度から平成３７年度までの１０年間 

       ※ただし、国の動向により、必要があれば見直しを行う。 

 

  

大分県幼児教育振興プログラム（改訂版）は、県内のどこに住んでいても小学校就学前の

子どもに対する豊かな教育の機会が保障されるように、幼稚園、保育所、認定こども園、小

学校、行政、家庭、地域社会が取り組むべき幼児教育に関する指針です。 
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１ 振興プログラム（改訂版）の基本的な考え方 

 

 
 3

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※幼稚園は、幼稚園数＋（認定こども園幼稚園型の園数）で記載。 

幼稚園型認定こども園が学校教育法上「幼稚園」の位置付けのため。 

※保育所は、保育所数＋（認定こども園保育所型の園数）で記載。 

保育所型認定こども園が児童福祉法上「保育所」の位置付けのため。 

（４）幼児教育をとりまく現状 

    

子ども・子育て支援新制度 

     

平成２４年８月に成立した「子ども・子育て支援法」をはじめとした子ども・子育

て関連３法（※１）により、幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充

や質の向上を進めていく「子ども・子育て支援新制度」が平成２７年４月に本格的に

スタートしました。 

     

      （※１）子ども・子育て関連３法 

平成２４年８月に成立した「子ども・子育て支援法」、「認定こども園法の一部改正」、「子ども・子育て

支援法及び認定こども園法の一部改正法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律」 

 

    県内の幼稚園、保育所、認定こども園数 

 

子ども・子育て支援新制度により、学校及び児童福祉施設に位置付けられる幼保連

携型認定こども園に移行した園が増えています。 

     

大分県内の幼稚園、保育所、認定こども園数（園） 

 

   公立 私立 合計 割合 

幼稚園 121 38＋(19) 159 27％

保育所 53＋(9) 177＋(6) 230 39％

認可外保育施設 0 116 116 20％

 

認定 

こども園 

幼保連携型 3 50 53 9％

幼稚園型 0 19 19 3％

保育所型 9 6 15 2％

地方裁量型 0 0 0 0％

県全体 186 406 592 100％

（平成 27年 5月 1日現在） 
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１ 振興プログラム（改訂版）の基本的な考え方 

 

 
 4

（５）めざす幼児教育と子どもの姿 

 

 

めざす幼児教育 

 

幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な役割を担っています。生活

や遊びといった直接的・具体的な体験を通して、人とかかわる力、思考力、感性、表現す

る力などをはぐくみ、人間として、社会とかかわる人としての生きる力の基礎を培うこと

が大切になります。そのためには、遊びを中心とした生活を通して、発達に必要な経験が

得られるように保育者による意図的・計画的な指導が必要です。 

 

本県では、小学校の前倒しのような早期教育を行うのではなく、幼児期の発達の特性に

応じた『 遊び 』を大切にした生活を通して、生きる力の基礎を培う幼児教育をめざしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「遊び」を通して、生きる力につながる 

いろいろなことを学んでいるんだよ

規範意識 

「そんなことしたらだめだよ」 

感性 

「風は気持ちいいなぁ」 

主体性 

「今日も昨日のつづきをするぞ」

思いやり 

「だいじょうぶだよ、がんばって」

協同性 

「いっしょにしようよ」 

生活習慣 

「あそんだ後は、手をあらうよ」 

思考力 

「こうしたら、うまくいくぞ」 

折り合い 

「ぼくもやりたいな」「いいよ」 

遊びを大切にする幼児教育 
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１ 振興プログラム（改訂版）の基本的な考え方 

 

 
 5

トピック １ 

 

【 砂遊び 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児期の子どもたちは、友だちと一緒に遊ぶ中で、話し合ったり、ルールを守ったり、協力したり、

人間関係を育む上で必要な力を身に付けていきます。また、五感（視覚・聴覚・味覚・触覚・嗅覚）

を通して遊ぶ体験は、豊かな感性や学ぶ意欲を向上させ、創造力や想像力を育みます。砂は水を含む

と固くなること、水は高ところから低いところへ流れることなど、小学校以降の学びにつながる事象

も遊びを通して気づいていきます。 

 

【 文字遊び 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字の習得については、小学校入学後に担任の先生が丁寧に指導します。幼稚園・保育所・認定こ

ども園では、小学校入学前にドリルを使って文字を一律に全員に覚えさせることではなく、文字を書

きたいという心情を育てることが大切です。子どもは、見よう見まねで知っている文字を書く経験か

ら、文字の意味にも興味を抱き始めます。写真の子どもは、絵本の読み聞かせの経験から、気に入っ

た絵本の話の続きを書こうとしています。この心情が小学校以降の学びにつながっていきます。 
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１ 振興プログラム（改訂版）の基本的な考え方 
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めざす子どもの姿 

   

 

幼児期の子どもは、遊びを中心とした生活を通して、小学校以降の学びや生活の基

盤につながる様々な学びの芽生えを身に付けています。幼児期の遊びの充実が小学校

以降の学びの充実につながります。そのため、ただ遊ぶということではなく、夢中に

なって遊ぶ子どもを育てていくことが大切です。夢中になって遊んだ経験のある子ど

もは、成人になってからの育ちに大きな影響があるということも研究で明らかにされ

ています。 

そこで、大分県の幼児教育は「夢中になって遊ぶ子」の育成をめざし、めざす子ど

もの姿を方言を使って『 しんけん遊ぶ子 』という言葉でより強く表しています。 

      

 

大分県のめざす子どもの姿 

 

 

                                            

                                             

 

幼児期の遊びと児童期の学びのつながり 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しんけん遊ぶ子 

遊び

主体性
規範

意識

協同性

折り

合い生活

習慣

思い

やり

思考力

感性

教科書

算数
図画
工作

音楽

生活

国語

体育

道徳

特別

活動

幼児期：学びの芽生え 児童期：自覚的な学び 

幼稚園・保育所・認定こども園 小学校 
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１ 振興プログラム（改訂版）の基本的な考え方 
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トピック ２ 

 

 

幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（※報告）より抜粋  

 

 

幼児期から児童期にかけては、学びの芽生えの時期から自覚的な学びの時期への円滑な移

行をいかに図るかが重要となる。 

 

「学びの芽生え」とは、学ぶということを意識しているわけではないが、楽しいことや好

きなことに集中することを通じて、様々なことを学んでいくことであり、幼児期における遊

びの中での学びがこれに当たる。一方、「自覚的な学び」とは、学ぶということについての

意識があり、集中する時間とそうでない時間（休憩の時間等）の区別がつき、与えられた課

題を自分の課題として受け止め、計画的に学習を進めることであり、小学校における各教科

等の授業を通した学習がこれに当たる。 

 

幼児期は、自覚的な学びへと至る前の段階の発達の時期であり、この時期の幼児には遊び

における楽しさからくる意欲や遊びに熱中する集中心、遊びでの関わりの中での気付きが生

まれてくる。こうした学びの芽生えが育っていき、それが小学校に入り、自覚的な学びへと

成長していく。 

 

すなわち幼児期から児童期にかけての時期は、学びの芽生えから次第に自覚的な学びへと

発展していく時期である。このため、幼児期から児童期にかけては、学びの芽生えと自覚的

な学びの両者の調和のとれた教育を展開することが必要である。一方、児童期の教育におい

ては、自覚的な学びの確立を図るとともに、楽しいことや好きなことに没頭する中で生じた

驚きや発見を大切にし、学ぶ意欲を育てるといった活動を適宜取り入れることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※報告 平成２２年１１月１１日  

幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の 

在り方に関する調査研究協力者会議 
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１ 振興プログラム（改訂版）の基本的な考え方 
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トピック ３ 

 

年齢別による発達の特徴 

 

おおむね ６か月未満 

 視覚や聴覚などの感覚の発達は目覚しく、これにより、自分の取り巻く世界を認知し始める。 

 

おおむね ６か月から１歳３か月未満 

 一人歩きによって、自由に移動できる喜び、好奇心が旺盛になっていく中で、身近な環境に働き
かける意欲を高めていく。 

 

おおむね １歳３か月から２歳未満 

   体を使って遊びながら様々な場面やものへのイメージを膨らませ、そのイメージしたものを遊具
などで見立てて遊ぶようになる。 

 

おおむね ２歳 

   歩いたり、走ったり、跳んだりなどの基本的な運動機能が伸び、自分の体を思うように動かすこ
とができるようになる。 

 

おおむね ３歳 

遊びの多くは場を共有しながらそれぞれが独立して遊ぶ、いわゆる平行遊びとして、平行して遊

びながら他の園児の遊びを模倣したり、遊具を仲立ちとして園児同士で関わったりする姿がある。 

 

おおむね ４歳 

想像力の広がりにより、現実に体験したことと、絵本など想像の世界で見聞きしたこととを重ね

合わせたり、心が人だけでなく他の生き物や無生物にもあると信じたりする。その中でイメージを

膨らませ、物語を自分なりにつくったり、世界の不思議さや面白さを味わったりしながら遊びを発

展させていく。 

 

おおむね ５歳 

縄跳びやボール遊びなど、体全体を協応させた複雑な運動をするようになるとともに、心肺機能

が高まり、鬼ごっこなど集団で行う遊びなどで活発に体を動かし、自ら挑戦する姿が多く見られる

ようになる。 

 

おおむね ６歳 

ごっこ遊びが活発に展開され、遊びの中で役割分担が生まれる。園児はその役割を担うことで、

協同しながら遊びを持続し、発展させていく。また、園児はごっこ遊びの中で、手の込んだ流れと

様々な役割を考え出し、遊びはより複雑なものとなっていく。そうしてこうした遊びを試行錯誤し

ながら満足いくまで楽しもうとするようになる。 

 

（幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説より抜粋）
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２ 基本方針と目標 
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２ 基本方針と目標 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂版では、基本方針を５つに設定しています。この基本方針をもとに、方針ごとに目

標を設定して、県、市町村、設置者、幼稚園、保育所、認定こども園、小学校が取り組む

内容を具体的に示しています。 

 

 

※本ページ以降、下の言葉は次のような意味を表しています。 

園・・・・幼稚園、保育所、認定こども園を１つにまとめた言い方 

保育者・・・幼稚園教諭、保育士、保育教諭を１つにまとめた言い方 

 

（１）

充実した

幼児教育の提供

（２）

専門性及び

指導力の向上

（３）

特別支援

教育の充実

（４）

関係機関等と
の連携の推進

（５）

子育て

支援の充実

対象：小学校就学前までの子ども 

基本方針
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２ 基本方針と目標 
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基本方針（１）充実した幼児教育の提供 

    

幼児教育の振興を図る上で大切なことは、充実した幼児教育を提供するための環境整備

です。平成２７年４月から子ども・子育て支援新制度が始まりましたが、地域の子育て支

援の量の拡充や幼児期の教育・保育の質の向上が求められています。県内すべての小学校

就学前の子どもたちが質の高い幼児教育を受けられるように、県や市町村はこれまで以上

に幼児教育の振興を推進させる必要があります。 

    

 

 

 

 

 

〔 県 〕 

■ 大分県幼児教育振興プログラム（改定版）の周知を図ります。 

■ 市町村版幼児教育振興プログラムの策定や改訂を推進します。 

■ 幼稚園における３年保育を働きかけます。 

 

〔 市町村 〕 

□ 市町村版幼児教育振興プログラムの策定や改訂を図りましょう。 

□ 域内の実態やニーズに応えて、幼稚園、保育所、認定こども園等の施設を選択、

活用できるように整備しましょう。 

□ 質の高いきめ細やかな幼児教育を受けられる機会の確保や環境の整備を推進し

ましょう。 

 

    

市町村における幼児教育に関する政策プログラムの策定状況 

           

幼児教育に関する政策プログラム 市町村 

策定済み ７ 

策定予定 ３ 

未定 ８ 

                     （Ｈ２６年度幼児教育実態調査） 

 

幼児教育の振興目標   1 
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２ 基本方針と目標 
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公立・私立幼稚園における保育年限（園） 

 １年保育 ２年保育 ３年保育 合計園数 

 

公立 

幼稚園 

平成 11 年度 133 46 5 184

平成 17 年度 102 46 10 158

平成 27 年度 77 38 6 121

 

私立 

幼稚園 

平成 11 年度 － 2 69 71

平成 17 年度 － 1 70 71

平成 27 年度 － － 38 38

※平成１７年度の私立幼稚園は認定こども園ではないため、平成２７年度の私立幼稚園数は、 

幼稚園型認定こども園を含めていない。 

※保育所、認定こども園は０歳～小学校就学前までの就園が基本なので含んでいない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 県 〕 

■ 幼稚園教諭免許更新講習に関する情報を提供します。 

■ 幼稚園教諭免許及び保育士資格の併有率を促進します。 

■ 専任園長の配置を推進します。 

■ 幼児教育に関する専門的なアドバイザー等の配置を推進します。 

 

〔 市町村 ・ 設置者 〕 

□ 幼稚園教諭免許更新制度対象者への支援を充実しましょう。 

□ 幼稚園教諭免許及び保育士資格の併有者を増やしましょう。 

□ 専任園長の配置に努めましょう。 

□ 幼児教育の専門的な指導助言ができるアドバイザー等の配置を検討しましょう。 

 

 

 

保育者をとりまく環境整備の充実目標   ２ 
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２ 基本方針と目標 
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トピック ４ 

 

 

幼児教育アドバイザー 

  

平成２７年４月に子ども・子育て支援新制度が本格的に施行され、市町村は、これま

で以上に、域内の幼児教育の振興に主体的に努めることとなりました。 

幼稚園、保育所、認定こども園に通う全ての子どもたちが健やかに成長するためには、

園の教育・保育活動を充実させることが大切になります。 

専門的見地から指導・助言できる経験豊富な退職教員等を『幼児教育アドバイザー』

として活用することも今後検討する必要があります。全ての幼稚園、保育所、認定こど

も園の教育・保育の充実や小学校の幼児教育理解推進に向けて今後期待される取組のひ

とつです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 市町村が退職教員又は現職の幼児教育従事者をアドバイザーに任命する。 

□ 公立私立問わず、地域の幼稚園、保育所、認定こども園で助言を行う。 

     □ 市町村の研修会や会議等において講師として助言を行う。 

     □ 小学校の教職員の幼児教育理解に向けて小学校訪問の際に助言を行う。 

幼児教育

アドバイザー

幼児の

豊かな

育ち

研修の

充実

園全体の
質の向上

指導力の
向上

幼稚園・保育所・認定こども園・小学校 

市町村 

派
遣
申
請 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣 

参観・助言・講師等 
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２ 基本方針と目標 
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基本方針（２）専門性及び指導力の向上 

     

子どもたちは、遊びを中心とした生活を通して、様々なことを学んでいます。そのため、

幼児期にふさわしい生活や遊びが各園で展開されることが重要です。主体的に遊んだり、友

だちと協同的に遊んだりすることができるような環境を整えることが必要になります。 

そのためには、幼児期の教育・保育に携わる保育者の専門性と指導力の向上は欠かせませ

ん。一人一人の興味や関心、必要な学びを見取り、小学校教育への接続を見通した意図的・

計画的な指導が必要になります。 

 

 

   

 

 

        

 

〔 県 〕 

■ 幼稚園教育要領等の理解を深める研修会を実施します。 

■ 遊びを中心とした生活を通して学ぶという幼児教育の意義を周知します。 

■ 小学校教育について理解を深めるための情報提供及び研修を実施します。 

 

〔 幼稚園 ・ 保育所 ・ 認定こども園 ・ 小学校 〕 

□ 幼稚園教育要領等の趣旨や内容の理解を深めましょう。 

□ 一人一人の思いや願いを受け止め、安心して生活ができるようにしましょう。 

□ 心情、意欲、態度等の情意面を大切に育てましょう。 

□ 子どもが主体性を発揮して遊ぶことができるように支援しましょう。 

□ 多様な遊びを通して、体を動かす喜びを育てましょう。 

□ 豊かな人間関係が築けるように、協同的な遊びになるように支援しましょう。 

□ 自立への基礎を養うために、自分のことは自分でできるように支援しましょう。 

□ 動植物を継続的に飼育栽培して、命を大切にする心を育てましょう。 

    □ 小学校教育の前倒しのような早期教育にならないようにしましょう。 

  □ 乳幼児期の育ちを理解して、３歳以降の教育を充実させましょう。 

□ 小学校は、幼児教育の成果を生かして、入学後の教育の充実を図りましょう。 

 

 

乳幼児期と小学校教育への接続を踏まえた、幼児教育の充実目標   ３ 
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２ 基本方針と目標 
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トピック ５ 

 

 

幼児期の教育・保育 

 

 

幼児教育は、施設ごとに、下のような要領や指針を根幹として教育・保育を行ってい

ます。３歳以上の内容やねらいについては、相互に整合性がとられています。 

 

幼稚園及び幼稚園型認定こども園・・・・・・・・・・・幼稚園教育要領（文部科学省）        

        保育所及び保育所型認定こども園・・・・・・・・・・・保育所保育指針（厚生労働省） 

幼保連携型認定こども園・・・・・・幼保連携型認定こども園教育保育要要領（内閣府） 

 

子どもの育ちと５領域 

（イメージ図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人一人の 

子どもの育ち

領域「表現」 

領域「人間関係」
領域「環境」 

領域「言葉」 
領域「健康」 

※発達の側面から５つの領域を示している。これらは、幼児が環境にかかわって展開する具体的な活動を通して

総合的に指導されるものである。               

生
き
る
力
の
基
礎
を
育
成 

（文部科学省幼稚園担当者会議資料より） 
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２ 基本方針と目標 
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〔 県 〕 

■ カリキュラム・マネジメント（※１）を推進します。 

■ 幼稚園教育課程大分県協議会を実施します。 

■ 幼稚園教育課程中央協議会への参加を支援します。 

■ アプローチカリキュラム（※２）の編成、実施を促進します。 

 

〔 幼稚園 ・ 保育所 ・ 認定こども園・小学校 〕 

□ カリキュラム・マネジメントを通して、教育活動を充実させましょう。 

□ 教育課程・保育課程をＰＤＣＡサイクル（※３）で改善しましょう。 

□ 子どもの思いや願いをかなえる指導計画を立てましょう。 

□ アプローチカリキュラムを編成して実施しましょう。 

   □ 小学校は、幼児教育の成果を生かしたスタートカリキュラム（※４）を編成して学び

をつなぎましょう。 

 

 

   （※１）カリキュラム・マネジメント 

学校の教育目標の実現に向けて、子どもや地域の実態を踏まえ、教育課程（カリキュラム）を編成・実施・評

価し、改善を図る一連のサイクルを計画的・組織的に推進していくこと（条件作りや整備も含む）。 

 

（※２）アプローチカリキュラム 

幼稚園、保育所、認定こども園に通う小学校入学前の５歳児（６歳児）を対象として、幼児教育の特性を踏ま

えつつ、小学校以降の生活や学習の基盤の育成を図るための指導計画のこと。 

 

（※３）PDCA サイクル 

計画（Plan）に基づき実践し（Do）、その実践を評価し（Check）、 改善（Action）に結び付けていくという

PDCAの循環を表す。 

   

（※４）スタートカリキュラム 

遊びを中心とした幼稚園、保育所、認定こども園の生活から、教科学習や時間割による小学校の学習活動に円

滑に接続できるよう工夫された指導計画のこと。 

 

教育・保育の質を高めるカリキュラムの充実目標   ４ 
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２ 基本方針と目標 
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〔 県 〕 

■ 現場のニーズや今日的課題に応じた研修会や協議会を実施します。 

■ 関係団体、関係各課と連携した幼稚園、幼保連携型認定こども園の法定研修を実施

します。 

 

〔 幼稚園 ・ 保育所 ・ 認定こども園  ・ 小学校 ・ 市町村 ・ 設置者 〕 

□ 積極的に研修会や協議会に参加して専門性や指導力を高めましょう。 

□ 研修で学んだことを教育・保育に生かして園全体で改善を図りましょう。 

    □ 市町村や設置者は、研修に参加できる体制の整備に努めましょう。 

 

研修組織図 

（平成２８年３月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門性向上のための研修の充実目標   ５ 

県教育委員会 県（福祉保健部） 
連携 

幼稚園 
認定 

こども園 
保育所 

私立幼稚園 
連合会 

認定こども園 
連合会 

保育 
連合会 

国公立幼稚園・ 

こども園会 

幼稚園新規採用教員研修 
10年幼稚園教諭経験者研修 

幼保連携型認定こども園新規採用保育教諭研修 
幼保連携型認定こども園 10年経験者保育教諭研修 

幼稚園教育課程協議会 
保育力向上研修会 
園長等運営管理協議会 

実施 実施実施 

新採用者参加 全員参加対象 新採用者参加 

研修会 研修会 研修会 研修会 

実施 実施 実施 実施 

全員参加対象 
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２ 基本方針と目標 
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トピック ６ 

 

 

研修について 

 

    幼児教育に携わる保育者は、専門性及び指導力の向上のため研修を受ける必要があり

ます。行政や各種団体が主催する研修会において、最新の幼児教育に関する情報や指導方

法を学び、園全体で共有していくことが今後益々求められていきます。それと同時に、設

置者は、保育者が研修に参加しやすいような体制づくりを行う必要があります。 

下の１～１６は、全国で実施された幼稚園教諭初任者研修の研修内容例です。 

 

研修内容例 

 

１．指導計画の作成            １０．対人関係能力 

２．５領域を踏まえた総合的指導      １１．家庭・地域との連携 

３．環境の構成              １２．小学校教育との連携 

４．カウンセリング            １３．子育て支援への対応 

５．障がいのある幼児の理解        １４．学級運営 

６．安全に関する指導           １５．学校（園）運営 

７．食育（給食指導を含む）        １６．その他 

８．公務員（職員）倫理 

９．社会性                                （平成２６年度幼児教育実態調査より） 
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２ 基本方針と目標 
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〔 県・ 市町村  〕 

■ 学校関係者評価、第三者評価を促進します。 

■ 学校評価の結果の公開を推進します。 

 

〔 幼稚園 ・ 保育所 ・ 認定こども園 〕 

□ 学校評価について理解を深め、全職員で学校評価を実施しましょう。 

□ 自己評価、学校関係者評価、第三者評価を実施して園の教育・保育の質を高めまし

ょう。 

□ 学校評価の結果をホームページ等で広く公開しましょう。 

 

 

 

 

学校評価の種類 

 

自己評価・・・・・・自己評価は、園長のリーダーシップの下で、当該学校の全教育職員が参加

し、設定した目標や具体的計画等に照らして、その達成状況や達成に向け

た取組の適切さ等について評価を行うもの。 

 

学校関係者評価・・・学校関係者評価は、保護者、地域住民などにより構成された委員会等が、

その学校の教育活動の観察や意見交換等を通じて、自己評価の結果につい

て評価することを基本として行うもの。 

 

第三者評価・・・・・第三者評価は、その学校に直接かかわりをもたない専門家等の第三者が、

自己評価及び学校関係者評価の結果等も資料として活用しつつ、教育活動

その他の学校運営全般について、専門的・客観的（第三者的）立場から評

価を行うもの。 

 

（幼稚園における学校評価ガイドラインより抜粋） 

 

 

学校評価の推進目標   ６ 
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２ 基本方針と目標 
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〔 県 〕 

■ 組織マネジメントを取り入れた幼児教育を推進します。 

■ 園の管理運営に関する研修会を実施します。 

■ 園全体の質を高めるため、園長、主任等の幼児教育理解を支援します。 

 

〔 幼稚園 ・ 保育所 ・ 認定こども園 〕 

□ 組織マネジメントを通して、職員の力が最大限に発揮される人的配置を心がけまし

ょう。 

□ 職員全員で組織的に園の教育・保育を行いましょう。 

□ 園長、主任は、幼児期にふさわしい教育が行われるように専門性を高め、園全体の

質の向上を図りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織力の向上の推進目標   ７ 
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２ 基本方針と目標 
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基本方針（３）特別支援教育の充実 

   

特別な支援が必要とする幼児については、専門機関や関係機関と連携しながら幼児の

実態に応じた適切な支援をすることが大切です。個別の指導計画や個別の教育支援計画

も活用しながら、小学校等へとつなげていく必要があります。また、合理的配慮（※５）

の不提供の禁止が法的に義務付け（※６）られることから、よりきめ細やかな支援が求

められます。 

 

 

 

 

 

〔 県 〕 

■ 個別の配慮が必要な幼児の指導方法等に関する研修会や協議会を実施します。 

■ 個別の指導計画（※７）・個別の教育支援計画（※８）の必要性を周知します。 

■ 特別支援学校による相談等の支援についての周知の充実を図ります。 

   ■ ５歳児検診の実施を奨励して、早期の個別の教育相談や支援に努めます。 

 

〔 幼稚園 ・ 保育所 ・ 認定こども園 ・ 市町村 〕 

□ 特別支援教育の理解を深めましょう。 

□ 特別支援教育コーディネーターや保育コーディネーターを中心に組織的な支援を行

いましょう。 

□ 個別の指導計画・個別の教育支援計画を作成しましょう。 

□ 教育的ニーズに応じた個別の支援を行いましょう。 

□ 保護者と連携しながら、組織的な支援を行いましょう。 

□ 専門機関の助言等を生かして、支援の改善を図りましょう。 

□ 市町村は、５歳児検診の実施を検討しましょう。 

 

 

（※５）合理的配慮 

障害のある子供が、他の子供と平等に「教育を受ける権利」を享有・行使することを確保するために学校の

設置者や学校が必要かつ適当な変更・調整を行うことであり、障害のある子供に対し、その状況に応じて、学

校教育を受ける場合に個別に必要とされるものであり、学校の設置者及び学校に対して、体制面、財政面にお

いて、均衡を失した又は過度の負担を課さないもの。 （中教審初等中等分科会報告Ｈ27.4 抜粋） 

個別の配慮が必要な幼児に対する支援の充実目標   ８ 
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２ 基本方針と目標 
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（※６）法的に義務付け 

平成２５年度６月障害者差別解消法が成立され、平成２８年４月１日から、公立学校において合理的配慮の

不提供の禁止が法的義務になる。（私立学校は、努力義務） 

 

（※７）個別の指導計画  

指導を行うためのきめ細かい計画のこと。幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズに対応して、指導目標や指

導内容・方法を盛り込んだ指導計画。例えば、単元や学期、学年等ごとに作成され、それに基づいた指導が行

われる。 

 

（※８）個別の教育支援計画 

他機関との連携を図るための長期的な視点に立った計画のこと。一人一人の障害のある子どもについて、乳

幼児期から学校卒業後までの一貫した長期的な計画を学校が中心となって作成。作成に当たっては関係機関と

の連携が必要。また保護者の参画や意見等を聴くことなどが求められる。 

 

 

県内の特別支援学校  

 
特別支援学校では、障がいのある子どもさんへの家庭での接し方や教育について、 

いつでも相談に応じています。 

学校 障がい 電話番号 

盲学校（※） 視覚障がい 097（532）2638 

聾学校（※） 聴覚障がい 097（543）2047 

別府支援学校 肢体不自由、病弱 0977（24）0108 

別府支援学校鶴見校（※） 肢体不自由 0977（21）1349 

別府支援学校石垣原校 病弱 0977（24）6060 

宇佐支援学校 知的障がい、重複障がい（知的障がい、肢体不自由） 0978（32）1780 

中津支援学校 知的障がい、重複障がい 0979（22）0550 

日出支援学校 知的障がい、重複障がい（知的障がい、肢体不自由） 0977（72）2305 

南石垣支援学校 知的障がい 0977（23）3454 

由布支援学校 知的障がい、重複障がい（知的障がい、肢体不自由） 097（582）0326 

新生支援学校 知的障がい、重複障がい（知的障がい、肢体不自由） 097（541）0336 

大分支援学校 知的障がい、重複障がい（知的障がい、肢体不自由） 097（527）2711 

臼杵支援学校 知的障がい、重複障がい（知的障がい、肢体不自由） 0972（62）3930 

佐伯支援学校 知的障がい、重複障がい（知的障がい、肢体不自由） 0972（28）3144 

竹田支援学校 知的障がい、重複障がい（知的障がい、肢体不自由） 0974（63）0722 

日田支援学校 知的障がい、重複障がい（知的障がい、肢体不自由） 0973（24）2000 

※盲学校、聾学校、別府鶴見支援学校鶴見校は、幼稚園部を設置 
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２ 基本方針と目標 
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トピック ７ 

 

 

保育コーディネーター 

  

   県では、全国に先駆けて保育コーディネーターの育成を行っています。 

保育コーディネーターは、特別な配慮が必要な児童や家庭に応じた専門的な支援を

行うとともに、関係機関と連携して、適切な時期に適切な支援につなげることができ

る専門的保育者です。 

 

役    割  (１)相談技術向上による家庭支援 

(２)問題解決に向けた園内のコーディネート 

(３)園内だけでは解決できないケースの専門機関との連携 

 

認定要件  「保育コーディネーター」の認定は、県が実施している全７回の「保育コーディネーター

養成研修」を修了する必要があります。 

 

研修内容  全７回（全体研修を４回、ブロック別の研修を３回） 

・保育所等に求められる役割と期待   ・子育て支援サービス  ・相談援助技術 

・障がい児支援  ・要保護児童支援 ・地域における子育て支援  

・配慮が必要な家庭への支援 ・上記内容に関連した現場研修  

・保育コーディネーターの役割 など        ※修了者には認定書交付 

 

対    象   県内保育所及び認定こども園に勤務する主任保育士または主任保育士と同等の能力を有

する者 

 

 事 務 局    大分県保育連合会  

（委託先）  ０９７－５５１－５５１３ 

 

 

 

 

 

（問い合わせ）大分県福祉保健部こども子育て支援課 幼保連携推進班  ０９７－５０６－２７０９

（大分県ＨＰ参照） 
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２ 基本方針と目標 

 
 

 
 23

  大分県における小 1プロブレム発生率（％） 

 

 

 

 

 

 

 

（県独自教育課程編成実施査） 

県教育課程編成実施状況調査より（※発生率は学校数の割合） 

基本方針（４）関係機関等との連携の推進 

 

幼児教育と小学校教育の円滑な接続を図る上で大切なことは、幼稚園、保育所、認定こ

ども園、小学校の連携です。互いの教育・保育の内容を理解することや幼児同士、幼児と

児童の交流等によって子どもの育ちをつなげていくことで、小１プロブレムの解消にもつ

ながります。また、保護者や地域社会と連携は、「開かれた園づくり」を推進する上で充

実が求められています。 

 

 

 

 

 

〔 県 〕 

■ 幼稚園、保育所、認定こども園、小学校の連携、交流活動を促進します。 

■ 幼児教育と小学校教育の円滑な接続に関する研修会の実施と市町村実施の研修等を 

支援します。 

■ 小学校教諭の幼稚園等施設への派遣研修等の人事交流を促進します。 

 

〔 幼稚園 ・ 保育所 ・ 認定こども園 ・ 小学校 ・ 市町村  〕 

□ 互いの教育内容について理解を深めましょう。 

□ 同じ校区の幼稚園等施設、小学校との交流活動や市町村が主催する幼保小連携に関

する研修会に積極的に参加しましょう。 

□ 交流活動を年間計画に位置付け、連携を推進しましょう。 

□ 市町村は、域内の幼小接続の状況を把握して、幼小連携の充実を図りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園、保育所、認定こども園、小学校の連携の充実目標   ９ 
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〔 小１プロブレム 〕 

入学したばかりの小学校１年生

が学校生活に適応できず、 
①「集団行動ができない」 
②「授業中に静かにすること 
ができない」 

③「話を聞かない」 
等の状態が継続する状態。 

 
※①～③は、大分県教育委員会独自の定義 
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２ 基本方針と目標 
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市町村の幼小接続の状況 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（平成２６年度幼児教育実態調査） 

 
 

 

 

    ※幼小接続・・・幼児教育（幼稚園、保育所、認定こども園）と小学校の接続を表していている。 

    ※幼小接続は、ステップ４の段階になることが望まれます。 

 

 

幼稚園・保育所・認定こども園と小学校の連携組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段階 取組内容 市町村 

ステップ０ 連携の予定・計画がまだ無い。 － 

ステップ１ 連携・接続に着手したいが、まだ検討中である。 － 

ステップ２ 年数回の授業、行事、研究会などの交流があるが、接続を見通

した教育課程の編成・実施は行われていない。 

８ 

ステップ３ 授業、行事、研究会などの交流が充実し、接続を見通した教育

課程の編成・実施は行われている。 

７ 

ステップ４ 接続を見通して編成・実施された教育課程について、実施結果

を踏まえ、更によりよいものとなるよう検討が行われている。

３ 

 

 

幼稚園 

園長、主幹、主任

●年長担当 

保育所 

園長、主任 
●年長担当 

小学校 

校長 教頭 
●連携担当 

認定こども園 

園長、主幹、主任 
●年長担当 

□ 
幼
小
連
携
推
進
協
議
会 

 

・
市
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村
教
育
委
員
会 

・
小
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校 

・
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育
所 

・
幼
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園 

・
認
定
こ
ど
も
園 

 
 

・
Ｐ
Ｔ
Ａ 

□
交
流
活
動 

□
連
絡
会
議 

連絡・調整 

□教育課程の接続 

（幼児教育）アプローチカリキュラム （小学校）スタートカリキュラム 

●…連携担当 

交
流 

交
流 

交
流 
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２ 基本方針と目標 

 
 

 
 25

 

 

 

 

〔 県 〕 

■ 地域との連携を進める「開かれた園づくり」を推進します。 

■ 園長、主任を対象とした園の運営管理に関する研修会を実施します。 

 

〔 市町村 ・ 幼稚園 ・ 保育所 ・ 認定こども園 〕 

□ 家庭や地域の方々に園開放日等を周知して、園の教育・保育活動の理解へ向けた取

組を進めましょう。 

□ 家庭や地域の方に園の参観や教育活動に参加してもらい、連携しながら教育・保育

を行いましょう。 

□ 園便りやホームページを活用して、教育・保育活動を地域に広報しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭や地域社会との連携の充実目標  １０ 
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２ 基本方針と目標 
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基本方針（５）子育て支援の充実 

 

子育てについては、保護者が第一義的に責任を有することを基本としながら、在園する

幼児の家庭に対する支援を行う必要があります。また、地域の子育て支援の拠点としての

役割が求められていることから、在園しない地域の幼児や保護者に対する支援も期待され

ています。 

 

 

 

 

 

 

〔 県 〕 

■ 認定こども園はもとより、幼稚園等が地域における子育て支援の拠点としての役割

を果たせるよう周知を図ります。 

   ■ 幼稚園における預かり保育を推進します。 

 

〔 幼稚園 ・ 保育所 ・ 認定こども園 〕 

□ 幼児の育ちを通して、保護者と子育ての喜びを共有しましょう。 

□ 子育て相談日や園庭開放日などを設定して、地域に開放しましょう。 

 

 

地域子育て支援拠点事業 

 

子育て中の親子が気軽に集い、相互交流や子育ての不安・悩みを相談できる場を提供

するため、市町村が公共施設や保育所、児童館など地域の身近な施設に「地域子育て支

援拠点」を設置しています。（設置している市町村によって、「子育て支援センター」、

「こどもルーム」、「ひろば」などの名前で呼ばれています。） 

 

（ 運営 ） 市町村または社会福祉法人、ＮＰＯ法人等への委託 

（ 活動 ）・子育て親子の交流の場の提供と交流の促進 

      ・子育てに関する相談、援助の実施 

      ・地域の子育て関連情報の提供 

      ・子育て及び子育て支援に関する講習等の実施 

子育て支援の拠点としての役割の充実目標  １１ 

（大分県ＨＰ参照） 
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２ 基本方針と目標 
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〔 県 〕 

■ 子育て世帯の保護者を対象とした講演会等を実施します。 

■ 協育（※１）ネットワークを推進します。 

 

〔 幼稚園 ・ 保育所 ・ 認定こども園 〕 

□ 保護者が子育てに喜びを感じることができるように連携しましょう。 

□ 保護者が園の教育活動に参加できる機会を整えましょう。 

 

（※１）協育 

    「協働して育てる」という意味の造語。県では「学校、家庭、地域が連携して、それぞれの教育機能を補完・

融合し、協働して子どもを育てていくこと」と位置づけている。 

 

家庭の教育力の支援の充実目標  12 
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３ 補足資料 
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保護者の皆様へ 

 

 大分県では、グローバル社会を生きぬく子どもたちの生きる力を育てるため、幼児教育におけるめざす

子どもの姿を『しんけん遊ぶ子』と設定して、遊びを大切にする教育を充実させていきます。 

 

大分県のめざす子どもの姿 

 

 

 

 

幼児教育では、「遊び」を中心とした生活を通して、生きる力の基礎を育てています。園の生活の大部分

を占める遊び自体が、子どもたちにとっての学びの場です。 

小学校就学前までに、「文字を書けるようになるためにドリルをしたほうが・・・」「足し算や引き算な

ど計算ができた方が・・・」という声を聞きますが、大切なのは、小学校以降の学びにつながる心情・意

欲・態度や思考力・判断力・表現力等の芽生えなどの生きる力の基礎を『 遊び 』を通して育てることで

す。そのために、各園の先生方は、子どもたちに寄り添いながら、専門的な知識をもとに意図的・計画的

な指導を行っています。 

 

（幼児教育の範囲は、幼稚園・保育所・認定こども園において行われる教育・保育です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（大分県教育委員会）

しんけん遊ぶ子 

遊び

主体性
規範

意識

協同性

折り

合い生活

習慣

思い

やり

思考力

感性

教科書

算数
図画
工作

音楽

生活

国語

体育

道徳

特別

活動

幼児期：学びの芽生え 児童期：自覚的な学び 

各園で保護者等に説明する時に印刷・配布して使用できます。 

幼稚園・保育所・認定こども園 小学校 
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３ 補足資料 
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「大分県幼児教育振興プログラム改訂会議」委員 

 

  

 

（改訂会議日程） 

第１回改訂会議 平成２７年１１月１２日 大分県庁舎別館 教育委員室 

第２回改訂会議 平成２７年１２月２２日 大分県庁舎別館 教育委員室 

第３回改訂会議 平成２８年 １月１４日 大分県庁舎別館 教育委員室 

 

（写真協力） 

認定こども園緑ヶ丘第二幼稚園（日田市） 

大分大学教育福祉科学部附属幼稚園（大分市） 

公益財団法人ソニー教育財団「科学する心」を見つけようフォトコンテスト 

 

（イラスト協力） 

イラスト集 こどもや赤ちゃんのイラストわんパグ 

 所属 役職 氏名 

１ 大分大学教育福祉科学部 准教授 田中 洋 

２ 大分県市町村教育長協議会 会長 三浦 享二 

３ 大分県小学校長会 研究副部長 杉本 緑 

４ 大分県国公立幼稚園・こども園会 研究副部長 三宮 知恭 

５ 大分県私立幼稚園連合会 会長 土居 孝信 

６ 大分県保育連合会 理事 首藤 尚紀 

７ 大分県認定こども園連合会 事務局長 内野 眞奈美 

８ 大分県臨床心理士会 事務局長 飯田 法子 

９ 大分県国公立幼稚園・こども園ＰＴＡ連合会 会長 清松 督雄 

１０ 大分県私立幼稚園ＰＴＡ連合会 会長 河津 勇成 

１１ 大分県教育庁 教育次長 落合 弘 

１２ 大分県福祉保健部こども子育て支援課 課長 飯田 隆次 

１３ 大分県教育庁義務教育課 課長 後藤 榮一 
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